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　東京国税局で情報技術専門官を経験され、現在 JIIMA法
務委員会のアドバイザーをお願いしている袖山喜久造税理士
が、帳簿書類のデータ保存・スキャナ保存について、申請用
紙の記入方法に到るまで詳細に解説した完全ガイドです。税
務研究会出版局より新刊されました。
　JIIMA監修の本書は、JIIMAホームページ又は全国の書
店でご購入できます。

税຿ڀݚ会出൛ہ　　　定価 2500 円＋税

待望の新刊ご紹介!







Document information management
これからの経営に求められる

文書情報マネジメントのあり方
　自社に文書管理システムを導入する際、また記録管理・情報整理をする際に、はたしてベ
ンダーやコンサルタントに任せっきりで良いだろうか。部分的な最適化・一時的なマネジメ
ントですべてが解決するだろうか。
　本書はそんな文書管理を実施するユーザーに視点を当てた文書情報マネジメント解説書で
す。基礎知識はもちろん経営に深く関わる文書情報マネジメントを実践するために必要な事
項を完全網羅。
　執筆陣に法曹界のオピニオンリーダーでもある牧野二郎弁護士、文書情報マネジメントの
プロ集団JIIMA有識者らが連なり、長年の経験から培われた貴重な情報を詰め込みました。
　経営者・幹部に必須の文書情報マネジメント解説書。待望の一冊です。

JIIMA文書情報マネージャー
認定委員会　著
弁護士　牧野二郎　共著・監修
B5判　214頁
定価：5,000円（税込）
ISBN978-4-88961-008-6

第1章　経営戦略と文書情報マネジメント

第2章　文書情報マネジメントとは

第3章　文書情報マネジメントの基本

第4章　文書情報管理のための関連技術

第5章　文書情報マネジメントの進め方

第6章　文書情報の活用事例

発行・販売　公益社団法人 日本文書情報マネジメント協会
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書籍案内
文書情報マネージャー
認定制度用教科書！
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2013年
5月ץ行

　平成17年にe-文書法が施行されて８年が経過しました。国税関係書類のスキャナ保存についても承
認件数の増加がみられ、ようやく普及の兆しが出てきました。
　証憑を電子化して原本を廃棄するには、正しい要件の理解と確保が重要です。本書では、これら国
税要件の詳細解説に加え国税庁が平成21年に公開した「80問のQ＆A」と電子帳簿保存法取扱通達
についての「趣旨説明」を新たに追加しました。
　また国税関係以外の法律で保存が必要な書類を電子化するために、全業種に共通した「法令のリス
ト」も付加し、e-文書法全般に関する知識と技術を解説しています。

　編集　JIIMA法務委員会e-文書推進8(　リーμー　益田　߁夫
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第１章　文書情報マネジメント
第２章　「e-文書法」とは
第３章　国税関係書類のスキャナ保存
第４章　スキャナと画像品質
付　録　e-文書法対象リスト
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文書情報マネジメントを経営の視点から見直し、情報を有効活用できる人材を育成。

「文書情報マネージャー」認定制度、START！募集開始！
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〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-1-3 和光ビル7F

TEL 03-5821-7351  FAX 03-5821-7354
oysnub：liamE -mng@jiima.or.jp

http://www.jiima.or.jp

経営に関わる情報は豊富にあるが、きちんと活用されていない。このよう

な企業が増えるなか、経営の観点から改めて情報の重要性を認識し、従来

にはない視点で文書や記録を取り扱い、さまざまな情報を経営に活かす

人材が必要とされています。そこでJIIMAでは、情報活用のプロともいえる

人材を「文書情報マネージャー」として認定する制度をスタートさせること

になりました。情報活用の重要性を提言し、適切な指示を出せる人材は、

これからの経営戦略に欠かせません。将来にわたって安定経営を実現す

るためにも、ぜひこの制度を活かしてください。

1958年に設立され、54年もの長きにわたって文書情報マネジ
メントの普及に努めてきた国内唯一の公認団体です。マイクロ
フィルムの普及からスタートした活動は、時代の変遷とともに
進化し、現在は「文書情報マネジメントの普及啓発」を主たる
目的として、多彩な公益活動を積極的に展開しています。

●お問い合わせは…

A部 B部 C部 ・ ・ ・ ・ ・ ・

部員・その他構成員

推進者

文書情報管理者

文書情報管理
責任者

文書情報マネージャー

統括文書情報管理者
（役員クラス）

言
提

示
指

　認定方式

　申込方法　JIIMAのホームページからお申込みください。
　受験資格　学歴、職歴、年齢を問いません。
　受  験  料　50,000円（JIIMA会員、文書情報管理士有資格者は40,000円）

文書情報マネージャー認定セミナー

2日間のセミナーを受講後、理解度チェックを行ったうえで認定します。
理解度チェックは選択式問題と、記述式問題です。

●

●

●

●

牧野総合法律事務所　弁護士
企業情報管理の第一人者であり、法曹界のオピニオンリーダー。
政府の産業構造審議会臨時委員のほか、専門委員会委員も歴任。

教科書の共著・監修/メイン講師：牧野 二郎

● 次回認定セミナーは、2月6日（木）～7日（金）東京両国で開催

公益社団法人 日本文書情報マネジメント協会

文書情報マネジメントのパイオニア
JIIMAとは

HGGK?.indd   2 13/12/14   14:2.



月刊 IM Vol.53 No.１ 2014-１月号 �

�����̍月߸ɹ௨רୈ ��� ߸

INDEX

ʤ月刊ʥ

年頭所感
ެӹࣾஂ๏ਓ ೔ຊจॻ৘ใϚωδϝϯτڠձ
ཧࣄ௕ɹɹɹɹɹɹɹɹڮߴ ௨඙
ہۀ࢈ল ੡଄ۀ࢈ࡁܦ
࣏ ౻ց՝௕ɹɹɹɹɹਢػۀ࢈

2014年新春対談
社会インフラの本格的メンテナンス時代を迎えて
׭๪৹ٞ׭୲౰ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹຊ౦ ৴ େਉࡦ౔ަ௨ল ૯߹੓ࠃ
ެӹࣾஂ๏ਓ೔ຊจॻ৘ใϚωδϝϯτڠձɹڮߴ ௨඙ ཧࣄ௕

JIIMA政策提言

命とくらしを守るインフラ充実のための情報再整備事業

【ケース・スタディ】JIIMAベストプラクティス受賞事例

国税要件に準じたe-文書化対応
຿෦ ෭෦௕ɹҪా लࣄ ߦഅۜ܈

内閣府 規制改革会議「国税関係書類の電子化保存に関する規制
の見直し」開催
+**."ɹઐ຿ཧࣄɹ௕ᖛ ࿨জ

わが館のお宝文書
国立国会図書館古典籍資料室　宗家文書

連載：デジタル-マイクロ・アーカイブQ&A
第13回 マイクロフィルムで保存した時の期待寿命は？
JIIMAアーカイブ委員会 マイクロメディアWG

主要記事目録

25………………

26………………

32………………

8………………

10………………

15………………

24………………

20………………

日々޷日　ୈ37回　成功するਓは良いश׳を਎につけている

˔  ෋࢜ゼϩックスがඃࡂ地のҩྍ機関޲けに在୐ҩྍをࢧԉするऀױ৘ใ౷合システϜ
をఏڙ

˔ ެ正ূॻҨ言のσジλルԽとԕִ地΁の෼散อ管がスλート
˔ ニνϚイηミφー ୈ10回ΞーカイブレίーσΟンάηミφー
˔  クϥ΢υϑΝイφルϚネジメントαービスがニϑテΟの「ϋίクϥNI'5: Cloud TeleDtion」

のαービスに࠾༻
˔ ֤ࣾニュース
˔ ᨁใ

■ JIIMAニュース

■ IM編集委員から

28………………

30………………

36………………
31………………

コラム

ニュース・ア・ラ・カルト

広
告
ガ
イ
ド

ΩϠϊϯిࣜגࢠձࣾʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ද̎

᷂1'6 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ද̏

෋࢜θϩοΫεࣜגձࣾ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ද̐

ؔ౦Πϝʔδ৘ใۀ࿈߹ձ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ લ̎ɺલ̏

ΤΠνɾΤεࣸਅٕज़ࣜגձࣾ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ લ̑

จॻ৘ใϚωʔδϟʔೝఆ੍౓ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ લ̒

ύφιχοΫ γεςϜωοτϫʔΫεࣜגձࣾ ʜʜʜʜʜʜʜ ��ท

᷂ΞϐοΫε ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��ท

᷂ԣ඿ϚΠΫϩγεςϜ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��ท

ίχΧϛϊϧλ ϏδωειϦϡʔγϣϯζࣜגձࣾ ʜʜʜʜ��ท

JIIMA書籍案内
ʮா฽ॻྨͷσʔλอଘɾεΩϟφอଘʯ׬શΨΠυ ʜʜʜલ̍
จॻ৘ใϚωδϝϯτͷ͋Γํ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜલ̐
 F�จॻ๏ೖ໳ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜલ̐



� 月刊 IM  Vol.53 No.１ 2014-1月号

平成26年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
リーマンショック、震災、不況、政局不安とここ数年
暗い新年が続きましたが、昨年来の景気回復の兆しが今
年こそ現実になるものとの期待に満ちた年明けです。
JIIMAは昨年10月に公益社団法人日本文書情報マネジ
メント協会に生まれ変わりました。従来にも増して公益
性を重視した活動が求められますし、また協会自体の重
みも増してきます。
文書情報マネジメントを取り囲む環境は、クラウド、
ソーシャル、ビッグデータと称されるニュービジネスの
急激な浸透と、効率化、コンプライアンス、事業継続、
情報共有等の目的の大きな変化に直面しており、我々は
これら時代時代の変化に合った活動をしていく必要があ
ります。このような環境の中、JIIMAビジョン “紙文書
社会から電子文書社会の実現に向け” 公益性のより高い
活動を、推進してまいります。
我々の活動の中心は文書情報マネジメントの普及啓発
であり、それを支える人材の育成であり，質の高いツー
ルの充実です。このような観点で公益法人として初の新
年を迎えるに当たり、以下を重点に活動を行ってまいり
ます。
普及啓発の第一の手段として政策提言。まずインフラ
情報再整備計画やe-文書法の規制緩和、オープンデータ
施策などの政府の施策と対応した提言行い、その実現と
共に普及とビジネスチャンスの拡大を図ります。
第二は機関誌「月刊IM」の電子化。文書情報マネジ

メントに関心のある方々に、その豊富なコンテンツを無
料公開し、飛躍的に理解者数を拡大して普及を図ります。
それを支える人材の育成の第一は、利用者を対象とし
た新しい「文書情報マネージャー」の浸透を図ることで
す。その結果、ユーザー組織内で数多くの推進者の誕生
が期待されます。第二は伝統ある「文書情報管理士」資
格の充実です。そのためカリキュラムやテキストの見直
しに着手します。
また質の高いツールの充実のため、第一は新たに認定・
認証制度への取り組みを開始します。そのため認定審査
委員会を立ち上げて具体的に進めてゆきます。第二は標
準化です。日本発、世界初の統合文書情報マネジメント
のISO化や、JIIMA提案のISOスキャナー用テスト
チャートの頒布開始などで、社会に役立つ規格作りを目
指します。
更に公益法人化に伴い、決算時期の変更と総会時期の
変更も行います。第53期は平成25年10月から26年３月
までの半年の変則期とし、第54期からは平成26年４月
から27年３月までの１年間の通常期に戻します。それに
従い通常総会も５月の春季セミナーに合わせて開催し、
セミナー終了後に総会を開催します。春季セミナーの会
場はより多くの来場者に開かれたセミナーとなるよう、
大手町での開催を予定しています。なお秋の「eドキュ
メントJAPAN2014」は従来通り、東京ビッグサイトで
10月に開催します。
このように今年は公益法人の価値を高めるべくJIIMA
活動をより積極的に推進してまいります。このような活
動はJIIMA単独では難しく、関連諸官庁、諸団体、会
員企業のご支援によるところが多く、今年も皆様方の倍
旧のご指導・ご鞭撻をお願いいたします。
最後になりましたが皆様の益々のご発展をお祈りし、
私の新年の挨拶といたします。

■ 年 頭 所 感 ■
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公益社団法人
日本文書情報マネジメント協会
理事長
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会　JIIMAでは毎年新年号の新春対談で当協会に関わり࢘
の深い方々のお話を伺っています。平成26年新年号では昨年
来JIIMAの政策提言でお世話になっている、国土交通省　
総合政策担当の本東信大臣官房審議官と対談をさせていただ
きます。では、高橋理事長からご挨拶をお願いします。

橋　本日はお忙しい中ありがとうございます。まず私からߴ
JIIMAについて簡単にご説明させていただきます。JIIMA
は昨年10月に日本文書情報マネジメント協会として公益法
人の認可が認められました。それ以前より文書情報マネジメ
ントの普及と啓発という一貫したテーマで協会設立以来55
年活動しています。この活動の一つに政策提言があります。
JIIMAとしましては国の大きな指針に沿って政策提言を行
うことが、社会的な役割を果たしていくために必要だと考え
ています。

+II.A੓ࡦఏ言

会　JIIMAでは国土交通省に社会インフラの維持、管理࢘
の点から政策提言を行いましたがどんな概要になりますか。

橋　国土交通省から「命と暮らしを守るインフラの再構築」ߴ

という政策が出され、当協会では、笹子トンネルの事故に注
目しました。ニュースや国土交通省の調査にもありましたが、
必要な図面がすぐ見つからなかったり、点検の記録や施設の
維持管理に必要な文書類が整理されていなかったりといった
まさに文書情報マネジメントに問題があったことが分かった
なかで、ある有識者の方からトンネルと同じように全国にあ
る橋も同じような問題を抱えていることを助言いただいて、
早速調査チーム立ち上げ、まずは全国38自治体に聞き取り調
査を行いました。その結果、文書情報マネジメントという観
点で見るとかなり問題があることが分かりました。危機をあ
おってはいけないとは思いますが、老朽化は年毎に進んでい
きますから事故が起きる前に早急な対策が必要であると思わ
れます。今回の調査で特に自治体の管理している道路橋につ
いて問題があることがはっきりしていました。例えば、国内
にある70万橋の道路橋のうち30万橋については建設年度す
ら分からない、この30万橋のほとんどは自治体が管理してい
る道路橋でした。社会インフラとして数十年使用されるはず
の道路橋の図面の保存期限が10年という自治体も多くあり
ました。笹子トンネルの事故以降、保存年限については長く
しているようですが。三つ目に国土交通省が提供している全
国道路橋データベースを活用している自治体が38自治体の

୲౰ࡦ౔ަ௨ল૯߹੓ࠃ ެӹࣾஂ๏ਓ೔ຊจॻ৘ใϚωδϝϯτڠձ

ຊ౦ ৴ େਉ׭๪৹ٞ׭ ௕ࣄ௨඙ ཧ ڮߴ

+**."͸ɺ命と͘Β͠ΛकΔࣾձΠϯϑϥؔ܎ͷॡ޻ਤ໘΍఺ݕ記録౳ͷ情報࠶੔උۀࣄʹ͍ͭͯɺࠃ౔ަ௨লʹ੓ࡦఏݴ
Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ૯߹੓͝ࡦ୲౰ͷຊ౦େਉ׭๪৹͔ٞ׭Βཧࣄ௕͕͓࿩Λ͍࢕·͢ɻ

社会インフラの
本格的メンテナンス時代を迎えて
　 
インフラ情報をデータベース化した共通プラットフォームを構築
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うちわずか５自治体で、全国道路橋データベース自体を知ら
ないと答えた自治体も残りの半数近くに及びました。この調
査を通して社会インフラについて「新しく作る」ということ
にスポットが当たり、「維持管理」がどうしても置いていか
れているという現状が見えてきます。地方自治体の担当者に
意見を聞くとやはり、人材と予算が維持管理に回らないとい
うことがあるようです。当協会としてはまず今ある全国道路
橋データベースの利用を促進して、ゆくゆくは同じような仕
組みで他の社会インフラも管理するというように、まずは維
持管理の仕組みを作っていくことではないかと考えています。

国ަলͷࣾ会インϑラॏ఺੓ࡦ

会　それでは本東大臣官房審議官より国土交通省が社会イ࢘
ンフラの維持管理にどのような取り組みをされるのか、お話
いただけますでしょうか。

本東　まずは公益法人に移行されたということで55年の歴
史の中で画期的な節目を迎えられたことを心からお祝い申し
上げます。また、長きにわたって社会的な意義の大きいお仕
事をされていることへの敬意を表します。役所では公文書を
適切に管理することの重要性が昨今特に高まっています。ま
た、公文書以外でも日常的に膨大な文書を扱っていますので
文書管理を適切に行うことが業務改善という点でも大切に
なっています。国土交通省内でも業務改善推進本部を去年立

ち上げて文書管理の適正化に取り組んでいるところです。
　さて社会インフラの老朽化に関する対策については笹子ト
ンネルの事故以前から取り組んではいましたが、事故も踏ま
えて平成25年３月に国土交通省としての工程表を作成して
推進しているところです。まずはトンネルの事故でしたので
トンネルの緊急点検を平成25年の前半に行いました。他のイ
ンフラについても緊急の点検を実施して平成25年度中には
全ての点検を終わらせる予定です。維持管理についてはマ
ニュアル類の見直しを平成25年度中に行い、26年度からは
新しい基準での維持管理を行う予定で進めています。そして
適切な維持管理を行っていく上での前提となるデータベース
の整備も進めてまいります。また、より確実な点検等を実施
するための新技術の開発、既存技術の見直し等も進めてまい
ります。
　制度的な問題として、ご指摘のあった地方自治体への補助
や相談窓口の設置を進めています。また道路法、港湾法、河
川法といった法制度の充実にも取り組んでいます。併せて維
持管理の担い手である建設産業に関する政策も大切であると
考えています。最後に維持、管理、更新の前提になるインフ
ラの長寿命化計画の既存の計画の内容の見直しや新しい計画
の策定を進めて行きます。
　これらの取り組みを平成26年度中にはめどをつけて、平成
27年度からは長寿命化計画を中心とした社会資本の維持、管
理、更新の本格的なPDCAサイクルに移行していきたいと考
えています。

+II.Aఏ案΋͔ͬ͠Γ࣮行

本東　情報の課題についてですが、維持、管理、更新につい
ての情報は点検、診断を適切に行うための大前提となります。
そしてこの情報を元に長寿命化計画を作成し、計画に基づい
て修繕、更新を行っていくというメンテナンスのサイクルを
継続発展させていく上で、適切な情報基盤の整備が重要だと
考えています。また今後、現在集積されている各施設の情報
をデータベース化した共通のプラットフォームの構築を進め
ます。道路橋のような全国共通データベースが未だない公共
施設についてはシステムの構築について検討しています。こ
れらの観点から今回のJIIMAの提言は時を得たものであり、
心強く思っています。提言も踏まえてしっかり実行していき
たいと考えています。

新 春 対 談
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橋　ありがとうございます。今お話いただいた取り組みはߴ
JIIMAの政策提言を取り上げていただいたと心強く感じて
います。では、いくつか質問をさせていただきたいと思いま
す。まず平成26年度の予算には今おっしゃられた取り組みが
盛り込まれたものになるのでしょうか。

データϕース੔උ΋๷҆ࡂશަ෇ۚͷ対৅に

本東　平成24年度補正予算より防災安全交付金という予算
によって地方公共団体における防災や安全に関する取り組み
の支援を行っています。地域住民の命と暮らしを守る総合的
な老朽化対策、事前防災、減災への取り組み、通学路の安全
対策といった総合的な生活空間の安全確保などを応援します。
従来の個別の補助金と違うのはハード、ソフトを含めた地域
の防災・減災・安全対策のパッケージを作成してもらいその
パッケージを採択するということです。パッケージ内のどの
事業にどれだけの国費を使うのかは地方の判断で決める仕組
みになっています。基本的には公共事業関係の予算ですので
ハードの施設整備である基幹事業を中心として、これに関連
する社会資本整備を行う関連社会資本整備事業、更に基幹事
業の効果を高めるための事業である効果促進事業から構成さ
れます。効果促進事業についてはハザードマップの作成のよ
うなソフトの事業も含まれます。予算の割合としては基幹事
業と関連社会資本整備事業で全体の８割、効果促進事業で全
体の２割を基本としています。データベースの整備といった
事業も効果促進事業として行えると考えます。

会　ある自治体がデータベースを整備する場合、その自治࢘

体の全ての施設を対象にデータベースを整理したほうが効果
が高いと思われますが、防災安全交付金をこのような目的で
使用することは可能でしょうか。

తͳఏ案Λʂۃ体͔Βੵ࣏ࣗ

本東　まずは基幹事業として新築、改築、あるいは修繕の事
業を行うことが必要です。効果促進事業についてはこのよう
な基幹事業と一体となって効果を促進させる事業と位置づけ
られていますので、想定されている事業がこのルールに則っ
たものであることが必要になります。これについてはケース
バイケースで個別に判断する必要があります。国土交通省の
現場では地方公共団体のご意向をお伺いしながら進めていま
すが、いずれにせよこの交付金は地方が自ら企画して発案し
ていただいた計画に予算を活用していただくことになってい
ますので地方からの要望があることが前提となります。

橋　ハードが基本となってということですが例えば道路をߴ
作りました、橋を作りましたという場合、それぞれの道路や
橋だけの情報を整備しても、ある都市全体の主要な道路なり
橋なりの情報がまとめて管理されないと効果が限定されると
考えますがいかがでしょうか。

本東　まずは長寿命化計画をどのように作られるかではない
かと考えます。長寿命化計画は維持、管理、更新のPDCAサ
イクルの中心となるものです。これは管理主体ごと、施設ご
とに作られるものですから、これを作ることによって、施設
をどのように管理していくかが決まっていくとことになりま
す。これに基づいて例えば５年という期間で防災安全交付金
の計画を作っていただくということになりますので、データ
ベースだけを切り離して事業を実施するということはできま
せん。ハードの施設を適切に維持管理することが大切ですか
ら、長寿命化計画のソフトの部分としてのデータベースと
ハードの対応としての維持管理ということをうまく組み合わ
せていくことが必要だと思います。

஍Ҭͷ࣮৘に合Θͤͨҡ؅࣋理ΛパッケージͰ͑ߟΔ

会　自治体から計画を提案することが大事ということです࢘
から、例えば初年度はＡ橋に関するデータベース、次年度は
Ｂ橋に関するデータベースといったパッケージでの提案が大
事だということですね。

新 春 対 談
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本東　そうですね。ある特定の施設を対象とした補助金と違
い、複数の施設を対象としたパッケージを作りますので、パッ
ケージをどう作るかということが重要になると思います。ま
た、道路であれば複数の道路でネットワークを作りますので
ネットワーク上での繋がり、密接不可分性ということも関係
してきます。杓子定規に取り扱うと地域のニーズに合わない
ということになることもありますので、地域の特殊性も含め
具体的な計画に即して一つ一つ丁寧に見ていくことが大切だ
と考えます。

橋　インフラというと範囲がとても広いと思いますが、全ߴ
てのインフラを一つにして扱うのか、それともそれぞれ個別
に扱うのかということはどうお考えですか。

本東　やはりそれも地域の事情と関係すると思います。例え
ば海沿いであれば港湾整備が優先されるということもあると
思います。確かに全てを一度にというのも大変だと思います
ので、それぞれについてしっかりとした計画をお作り頂いて、
それを元に事業の実施に当たっての優先順位をつけられると
いうことになるのかと思います。

会　地方自治体の話を聞きますと、インフラ関係の専門分࢘
野で知見を持った人材が高齢化もあり不足しており、計画を
作ることも難しいという話も聞きます。これについて、先ほ
ど相談窓口を設けるという話もありましたが、支援体制は？

本東　地方整備局には専門の窓口を用意しています。また、
国土交通省で維持、管理、更新についての研修を行っていま
すのでこの研修を拡充させていくのと、地方自治体の方にも
積極的に参加していただきたいと考えています。各都道府県
における建設技術センターなどの活用も重要です。地方公共
団体がインハウスで職員としてどれだけの技術者を持つのか、
アウトソーシングするのかということについてはそれぞれの
お考えがあるとは思いますが、維持、管理、更新の体制だけ
はしっかりと作っていただきたいと思います。

෉ͰϞデルͱͳΔ࣮ূ࣮験Λਪਐ޻体ͷ૑ҙ࣏ࣗ

橋　今既に道路橋データベースがありますが、利用を促進ߴ
するために幾つかの自治体と協力させていただいて実証実験
をすれば、色々な意見が出てくるでしょうし、利用の促進に

もなると考えていますが、そのような可能性はありますか。

本東　道路橋のデータベースは既にありますので地方公共団
体はご利用いただけるわけですが、今のところ実際にご利用
頂いている地方公共団体は少ないという状況ですので、ぜひ
ご活用いただきたいと考えています。ご提言いただいている
ことは私どもとしてもぜひ推進したいと考えています。実証
実験については、஍ํ公ڞ団ମが長寿命化計画を作り交付金
を活用して事業を進めていくことの全体を実証実験として位
置づけていただくことでよい例となれば他の公共団体の参考
にもなると思います。ただこの交付金は地方の創意工夫、地
域の主体的な取り組みを応援するのが目的ですので地方公共
団体が自分の事業として位置づけて行っていただくことが必
要です。実証実験のやり方として私どもからこうしてくださ
いということはありません。交付金を利用して行っていただ
く上でのルールに従って行っていただければよいので地方公
共団体とよく話をして良いプランを作っていただければと思
います。

橋　長寿命化計画を作るために先行して実証実験をするとߴ
いう考え方はどうでしょうか。

本東　交付金を活用される場合は、先ほど申し上げましたよ
うに、ハードの事業とのパッケージということが必要になり
ます。交付金ではなく地方単独で行うということであれば、
様々なやり方があり得ると思います。

橋　長寿命化計画をもう作られている団体はスムーズにでߴ
きますね。

新 春 対 談



�� 月刊 IM  Vol.53 No.１ 2014-1月号

本東　インフラ長寿命化基本計画は11月にお示ししてあり
ますので、これを見ていただいて各地方公共団体で積極的に
長寿命化計画の策定を進めて頂きたいと思います。ただもう
調査されてお分かりになっていると思いますが、データベー
スの構築ということについては地方公共団体で専門的な知見
を持っているところは少ないと思いますので、JIIMAから
知見を提供していただくことは地方公共団体にとっても心強
いことではないかと思います。

会　当協会でも文書管理の観点から、今きちんと対応しな࢘
ければいけない問題だと認識しています。その中で2013年

を「メンテナンス元年」と位置づけて問題解決に取り組みを
始められたことは、ハコモノ中心の公共事業からの大きな
ターニングポイントだと考えています。

本東　もちろん今までもメンテナンスを重視していないわけ
ではありませんが、2013年からは、今までとは次元の違う
取り組みとして強力に推進しています。今後は人口も減って、
財政的な制約もありますが、その中でも経済の活力をどう維
持していくかが大切だと思います。インフラは作るフロー自
体に意味があるのではなく、作ってどう機能するかというス
トックのほうが大切だと思います。そのためには維持、管理
がこれまで以上に重要になると思います。

橋　JIIMAの政策提言が一歩でも二歩でも実現に近づいߴ
てくれれば、「命と暮らしを守るインフラの整備」の一翼を
担うことができると我々や会員企業も含めて喜んでいます。
また、メンテナンスに付随する電子化や資料の整備、データ
ベースの構築といったことは我々の業界の活性化にもつなが
ると考えます。本日はどうもありがとうございました。

ʢ࢘ձʣɹ+**."ઐ຿ཧࣄ ௕ᖛ࿨জ

新 春 対 談

ʲߟࢀ  r ٻཁࢉ֓ࢉ౔ަ௨লͷฏ੒��೥౓༧ࠃ
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ࣗ༝ຽओౘͷ੓ݖ公໿Ͱ͋Δʮ໋ͱ͘Β͠ΛकΔΠンϑラॆ࣮ʯ΍ʮࠃ౔ڧਟԽʯʹ͕ܨΔ՝୊ͱͯ͠ɺ公益社団法人日本文書情報マ

ネジメント協会（JIIMA）͸࣏ࣗମ͕؅ཧ͍ͯ͠Δಓ࿏ڮʹ͍ͭͯɺࣄ޻ॡ޻ਤ໘΍ҡ؅࣋ཧؔ࿈ͷ文書・ը૾ه࿥Λɺࠃ౔ަ௨ল͕؅

ཧ͢Δʮશࠃಓ࿏ڮσʔλϕʔεγεςϜʯʹҰݩతʹೖྗ͢ΔʮΠンϑラ情報࠶੔උۀࣄʯͷ੓ࡦఏݴΛਃ্͛͠·͢ɻ

ର৅ࢿྉ͸ɺ࣏ࣗମͷΠンϑラࢪઃ؅ཧ෦໳ʹอଘ͞Ε͍ͯΔಓ࿏ؔڮ࿈ͷਤ໘・ࢴ文書・ࣸਅ・ビσΦը૾・ిࢠഔମͳͲଟ༷Ͱ͋Γɺ

͜ΕΛҰݩతʹిࢠԽͯ͠ೖྗ͢Δݯࡒʹ͍ͭͯ͸ɺ社会ࢿ本੔උ૯߹ަ෇ۚ΍ޏٸۓ༻ଅਐؔ܎ͷ༧్࢖ࢉʹʮ࣏ࣗମ؅ཧͷΠンϑラؔ

࿈情報ͷ࠶੔උۀࣄʯΛ௥Ճ͞ΕΔ͜ͱΛఏҊக͠·͢ɻ
ˎจॻ৘ใϚネジメント
　 ి まغにするため、จॻ৘ใの作成・औ得ஈ֊から、อ管・อଘ・再ར༻・ഇ׈తに作成またはऔ得したશての৘ใ（ίンテンπ）をର৅とするจॻ管理。૊৫の業຿を円ࢠ

でのϥイϑαイクルશ体を௨͡て、֬実かつޮ཰తに管理するための手ஈとして、ߏ଄Խσーλ、非ߏ଄Խσーλを໰わず、ϋーυ・ιϑト・ίンテンπを機ೳతに૊み合わ
せ、໨తにԠ͡てจॻ৘ใを༗ޮに活༻することをいう。

１．笹子トンネル事故と文書情報マネジメントの課題
日本ࠃ಺ͷڮྊɺトンネルɺ公ࢪڞઃ౳ͷ社会ࢿ本ͷ࿝ٺԽ͕͢͢ΜͰ͍Δ͜ͱ͸ɺ͍·͞Βࢦఠ͢Δඞཁ΋ͳ͍Ͱ͋Ζ͏ɻࡢ年12月

ʹ発ੜͨ͠தԝࣗಈंಓͷࢠ࡫トンネルఱҪ൘མԼނࣄʹ͍ͭͯɺ本年̒月18日ʹ発ද͞Εͨࠃ౔ަ௨লʮトンネルఱҪ൘ͷམԼނࣄʹ

ؔ͢Δௐࠪ・ݕ౼ҕһ会報ࠂ書ʯͰ͸ɺނࣄ発ੜཁҼͱͯ͠ᶃઃ܎ʹܭΔ໰୊ɺᶄࡐྉ੡඼ʹ܎Δ໰୊ɺᶅࢪࣄ޻行ʹ܎Δ໰୊ʹՃ͑ͯɺ

ᶆ఺ํݕ法・఺ࢪ࣮ݕମ੍ʹ܎Δ߲ࣄͱͯ͠ɺ文書情報マネジメントͷ՝୊͕ɺҎԼͷ௨Γࢦ͘͠ݫఠ͞Ε͍ͯΔɻ

[笹子トンネル事故 文書情報マネジメントの課題と今後のあり方]１

①膨大な数の補修履歴の保存体制が不備であったこと。
② 工事関係書類についても本来保存されるべき場所とは異なる場所から見つかる等、個々の施工や点検、維持管理に得られた情報が点検
計画などの維持管理に適切に反映できていなかったこと。
③ 工事関係書類が速やかに見つけ出せる状態で保存されていなかったことは、かかる事故原因の調査において、少なからず支障を来した。
供用後に道路構造物に不具合が生じることも想定し、維持管理履歴や補修履歴を管理することが重要であることを付記する。
④ 設計で想定した性能を実現させるための前提として、施工過程が確認できるように施工管理・品質検査記録や竣工図を供用期間中保存し、
点検・補修補強等の維持管理に反映できるような仕組みを構築し、マネジメントを行うべきである。

⑤ 補修補強を実施した場合についても、その背景に関する記録や竣工図等を供用期間中保存し、その後の点検や補修補強などの維持管
理に反映できるような仕組みを構築し、マネジメントを行うべきである。

⑥ まとめ
　 「今回の教訓として、各種情報の組織内での共有・継承の重要性が上げられる。（中略）　補修補強履歴等が確実に記録・保存される仕
組みの構築やマネジメントの実施が重要である。」

͸ɺ࿝͍͓ͯʹ̎ࡂ໛਒ن発ੜ͕૝ఆ͞ΕΔେޙࠓΔͱ͍͏͜ͱ͸ɺ͜ىͰ͸ͳͯ͘΋ଛյ͕࣌ͷΑ͏ʹɺ஍਒発ੜނࣄճͷトンネルࠓ

Ͱ͋Δͱ͍͑ΔͩΖ͏ɻگඞཁͳঢ়͕ࡦͳରٸͱΛҙຯ͓ͯ͠Γɺૣ͍͜ߴ͕ݥةΛ͍ͬͦ͏૿෯ͤ͞Δ֐Խͨ͠社会Πンϑラͷඃٺ

２．トンネルより橋が危険
ಋ͍ͯ͠Δ͕ɺඞͣ͠΋పఈࢦʹ؅ཧΛਪਐ͢ΔΑ͏࣋ըతͳҡܭ・本ͷޮ཰తࢿը法౳ʹ΋ͱ͖ͮɺ社会ܭ本੔උॏ఺ࢿ͸ɺ社会ࠃ

͞Ε͍ͯΔͱ͸͍͑ͳ͍ঢ়گͰ͋Δɻ

命とくらしを守るインフラ充実のため

自治体管理　道路橋図面等の
インフラ情報再整備事業の政策提言（第１回）

ฏ成25年「ॻࠂҕһ会　ใ౼ݕ・に関するௐࠪނトンネルఱҪ൛のམ下事」౔ަ௨লࠃ 　１ 月̒18日ެ表
２　 中ԝ๷ࡂ会ٞによればM8クϥスの東ւ地਒と、M7クϥスのट౎直下地਒は「いつ発生してもおかしくない」とされている。また東ೆւ・ೆւ地਒は「今ੈل前൒での発生

がݒ೦される」としている。東ւ・東ೆւ・ೆւが࿈動するೆւトϥϑڊ大地਒については「予ଌࠔ೉」とされている。  

参考資料 JIIMA੓ࡦఏ言　৽年߸から２回に渡って掲載கします。
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զʑ JIIMA੓ࡦఏݴプϩジΣΫトͰ͸ɺ文書情報マネジメントͷࢹ఺͔Β社会Πンϑラͷ࿝ٺԽରࡦͷ༏ઌॱҐʹ͍ͭͯɺઐ໳Ոʹώ

ΞϦンάΛॏͶͨͱ͜ΖɺトンネルΑΓ΋Ή͠Ζಓ࿏ڮྊ（ҎԼʮಓ࿏ڮʯ）ͷ͘ߴ͕ੑݥةɺҡ؅࣋ཧ΋ࠔ೉̏ɺՃ͑ͯ文書情報マネジメ

ントͷ՝୊΋େ͖͍社会ΠンϑラͰ͋Δ͜ͱ͕൑໌ͨ͠ɻ

Ұൠతʹಓ࿏ڮ͸ɺަ௨ूதՕ所ͱͳΓ日ৗ఺ݕ͸໨ࢹ఺͕̏ݕத৺ͱͳΒ͟ΔΛಘͣɺ͔͠΋่མͨ͠৔߹ͷඃ֐͸ਙେͱͳΔՄೳੑ

࿈ଓ૸行ؒ࣌24͕྆ंܕઃ͞Εɺେݐ͕ڮಓ࿏ौ଺ղফͷͨΊʹɺେྔͷಓ࿏ʹظ౓成長ߴͷ৔߹͸ɺত和30年代ͷࠃɻಛʹզ͕͍ߴ͕

͢Δ౳Ͱઃ࣌ܭͷ૝ఆՙॏΛ௒͑ΔͨΊิڧิʹڧΛॏͶΔಓ࿏ڮ͸ɺ௝͘͠ͳ͍ͱݴΘΕ͍ͯΔɻ

[道路橋の事故例]
○2007年（H19）６月20日　木曽川大橋（国直轄国道の橋梁）
　 建設44年目で、上り線の橋梁の鉄骨支柱の一部に破断が見つかる。翌日より緊急修復工事開始。破断箇所は、ジャッキアップにより隙間を縮め復旧。
また併せて補強工事を実施。専門家によれば、後に発生したミシシッピー川橋と同じ鉄骨支柱の破断であり、崩落しなかったのが奇跡のような（関係
者間では）大事故とされている。
○2007年（H19）８月１日　米国ミネアポリス高速道路　ミシシッピー川橋
　 建設40年後に突然崩落、朝のラッシュ時間であり60台の車が転落し９人が死亡、４人行方不明、100人以上が負傷する大惨事となった。以降わが国
でも道路橋の保守点検の重要性が再認識された。
○2011年（H23）３月11日　鹿行大橋（茨城県管理国道の橋梁）
　 建設43年目にして東日本大震災で橋梁の一部が崩落。翌日、水没車両1台が発見され、１名の死亡が確認された。なお、他に近辺で崩落した橋はない。
　大震災の関連被害とされているが、「耐震点検が不充分であった」と指摘する専門家の声もある。

ΕΔ͕ɺͦΕ͕ٸԽͷ࣮ଶ೺Ѳ͕ٺͷ࿝ڮͰ͸ɺಓ࿏گͷঢ়ࠃΘΕΔզ͕ݴ΋͓͔͘͠ͳ͍ͱͯͬ͜ى͍͕ͭࡂ໛਒ن೦ͳ͕Βɺେ࢒

ʹ͸文書情報マネジメントͷผͷେ͖ͳ՝୊͕͋Δ͜ͱ͕൑໌ͨ͠ɻ

３．橋の老朽化の実態がわからない――文書情報マネジメントの課題
ಓ࿏ڮͷ่མނࣄͷϦεΫ͸ɺ࿝ٺԽʹΑΓߴ·ͬͯ͘Δͱ૝ఆ͞ΕΔ͕ɺզ͕ࠃͷ৔߹͸ɺڮ長͕̼̎Ҏ্ͷಓ࿏ڮ　໿70ສ̐ڮͷ಺ɺ

ఠ͓͖͍ͯͨ͠ɻࢦΛ࣮ࣄԽͷ࣮ଶ͕ɺͦ΋ͦ΋ղΒͳ͍ʯͱ͏ٺͷ࿝ڮΔͨΊɺʮ͢ࡏ΋ଘˋ43͕ڮઃ年౓͢Βෆ໌ͷݐ

[道路橋の老朽化の実態]
　国交省の調査では、建設後50年を超えた道
路橋（２ｍ以上）は、現在は約２割であるが、
10年後には約４割、20年後には約７割に増加
すると報告されている。

　 

͔͠͠ಓ࿏ڮ　໿70ສڮͷ಺ɺ都ಓ෎ݝ・੓ྩࢢͷ؅ཧڮͰ໿̑ສڮɺࢢ町ଜͷ؅ཧڮͰ໿25ສڮɺ߹ܭ໿30ສڮ΋ͷಓ࿏ڮͷݐઃ年

౓͕ෆ໌̑ͱ͞Ε͍ͯΔɻओʹ̼̎ʙ15̼εύンͷখن໛͕ڮେ෦෼Λ઎ΊΔΒ͍͕͠ɺࠃຽͷ੫ۚͰݐઃ͞Εͨಓ࿏ڮͷ43ˋ΋͕ʮݐઃ

年౓͢ΒΘ͔Βͳ͍ʯ࣮ࣄ͸ɺ文書情報マネジメント͕ػೳ͍ͯ͠ͳ͍ূ໌ͱ͑ݴΔͰ͋Ζ͏ɻ

͸ɺ͓ڮઃ年౓ෆ໌ͷ໿30ສݐ ͦΒ͘ه࿥΋ଘ͠ࡏͳ͍͍ݹಓ࿏ڮͰ͋Ζ͏͔Βɺ͜ ΕΒΛ50年ܦաͱΈͳͯ͠Ճͨ͠ࢉ৔߹ɺ2014）ࡏݱ

年）Ͱ΋ա൒（51ˋ）ͷݐ͕ڮઃ50ࡀҎ্ͷ࿝ڮٺɺ10年ޙʹ͸�5ˋ͕50ࡀҎ্ͱͳΓɺ࿝ٺԽͷϐον͸10年΋ૣ·Δ͜ͱΛ͍ࣔͯ͠Δɻ

̏　 ಓ࿏ڮの໨ࢹ఺ݕʀަࠃলは「ۙ઀໨ࢹ఺ݕ」をࢦಋしているが、現実తにはަ௨ू中下で「૒ڸ؟による໨ࢹ఺ݕ」を行わ͟るを得ない等、ҡ࣋管理にはࠔ೉を൐う。
体管理（2008年）࣏はࣗ（�96）ڮ内651,320、ڮ૯数678,460ڮ長が２̼Ҏ্のಓ࿏ڮ 　４
料̏ࢿ本੔උ৹ٞ会　ಓ࿏จԽ会　ఏ出ࢿ２ท　ฏ成25年１月28日　ࣾ会　「ܠ४ྨのありํとௐࠪのഎج଄෺のద੾な管理のためのߏಓ࿏」　লަࠃ 　５

※ 国土交通省調べ
　（平成24年４月１日現在）
　建設年度不明橋梁を除く
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͍ͣΕʹͯ͠΋ɺ͜ͷ෼໺ͷ࣏ࣗମͷ文書情報マネジメント͕ػೳ͍ͯ͠ͳ͍ͨΊɺਖ਼֬ͳಓ࿏ڮͷ࿝ٺԽͷ࣮ଶ͸ɺަࠃলͰ΋೺ѲͰ͖

͍ͯͳ͍΋ͷͱࢥΘΕΔɻ

４．自治体の道路橋管理は不充分
ಓ࿏؅ཧऀผʹɺڮͷ؅ཧঢ়گΛௐ΂ͨͱ͜Ζɺࠃͷத਻ͱ΋͍͑Δަࠃলͷ௚ࠃ׋ಓ΍ߴ଎ಓ࿏Ͱ͸Ϧιʔε（༧ࢉɺ人һ）໘Ͱͷ

੍໿ʹΑΓɺॆ෼ͱ͸͑ݴͳ͍·Ͱ΋ɺ2004年（)1�）年౓ΑΓ͢΂ͯͷڮྊ（̎mҎ্）ʹ͍ͭͯɺ༧๷తͳमસ؅ཧ̒Λ։࢝ɺߴ଎ಓ

࿏Ͱ΋2005年（)17）ͷຽӦԽҎ߱ɺશͯͷڮྊʹ͍ͭͯɺ༧๷తͳमસ؅ཧ͕̒行ΘΕ͍ͯΔɻ

͔͠͠ͳ͕Βɺશڮࠃྊͷ�8ˋΛ઎ΊΔࢢ町ଜ؅ཧͷಓ࿏ڮʀ໿48ສڮʹ

͍ͭͯ͸ɺલ߲Ͱࢦఠͨ͠௨Γ໿30ສݐ͕（��3）ڮઃ年౓͢Βෆ໌Ͱ͋Δ

΄͔ɺ௨行ࢭΊ΍௨行੍نΛ行͏ڮྊ͕ຖ年૿Ճ͢Δ౳ɺଛই・ྼԽର͕ࡦ

࿝ٺԽͷਐ行Λ৯͍ࢭΊΒΕ͍ͯͳ͍ɺ͍͠ݫঢ়ଶʹ͋ΔͱݴΘ͟ΔΛಘͳ͍ɻ

༧๷తͳमસ؅ཧରࡦ΋ɺ15̼Ҏ্ͷಓ࿏ڮΛର৅ͱ͢Ε͹都ಓ෎ݝ΍੓ྩࢦఆ都؅ࢢཧڮͷ΄ͱΜͲ͕ࡦఆ͞Ε͕ͨɺࢢ区町ଜ͸

51ˋʹཹ·͍ͬͯΔɻ

·̼ͯ̎͠ʙ15̼εύンͷখن໛ڮͷ༧๷తͳमસ؅ཧରࡦ͸ɺ΄ͱΜͲ行ΘΕ͍ͯͳ͍ͷͰ͸ͳ͍͔ʁͱ৺഑ͳঢ়گͰ͋Δɻ

・ 地方公共団体における橋梁点検の実施や長寿命
化修繕計画の策定については、都道府県、政令
市においては取り組みが進んでいるが、市区町村
における取り組みは遅れている状況

５．自治体の橋梁図面の管理実態や保存期間には課題が山積
͜ͷΑ͏ʹ࣏ࣗମ͕؅ཧ͢Δಓ࿏ڮͷ؅ཧਫ४͕௿Լ͍ͯ͠ΔݪҼͷҰͭʹɺ文書情報マネジメントͷ՝୊͕ු͔ͼ্͕͖ͬͯͨɻ行

੓文書ͷอଘؒظͷ໰୊Ͱ͋Δɻ

公文書؅ཧ法Ͱ͸ɺ֤লி͸文書؅ཧنଇʹଇͬͯશͯͷ行੓文書̔Λʮ行੓文書ϑΝΠル؅ཧ฽ʯσʔλϕʔεʹ͠ࡌهɺ文書ຖʹ࡞

成（औಘ）ظ࣌ɺอଘؒظɺอଘؒظຬྃظ࣌ɺഔମछผɺอଘ৔所ɺ؅ཧ୲౰՝・܎Λ໌͢هΔ͜ͱʹͳ͍ͬͯΔɻ·ͨอଘؒظ（௨ৗ

͸30年ʙ̏年）͕ຬྃͨ͠ޙͷ文書ͷાஔʹ͍ͭͯ͸ɺอଘؒظͷԆ長ાஔɺຢ͸ྺ࢙త公文書ʹ͍ͭͯ͸ཱࠃ公文書ؗ౳΁Ҡ؅ͯ͠Ӭ

ΕΔ͜ͱʹͳ͍ͬͯΔɻ͞غอଘɺͦͷଞ͸ഇٱ

ଇΓʮ౒ྗ͢Δٛ຿ʯ͕՝ͤΒΕ͍ͯΔɻʹࢫମͷ行੓文書ʹ͍ͭͯ͸ɺ公文書؅ཧ法͸௚઀దԠ͞Εͳ͍͕ɺಉ法ͷझ࣏ࣗ

ैͬͯɺಓ࿏ڮʹ͍ͭͯ͸؅ཧऀͰ͋Δ࣏ࣗମ͸ɺاըݕ౼ஈ階͔Βࣄ޻ॡࢸʹ޻Δ·ͰͷҰ࿈ͷه࿥΍͔ऀ޻ࢪΒऔಘͨ͠ਤ໘ࢿྉɺ

ͦͷޙͷҡ؅࣋ཧʹ൐ͬͯ発ੜͨ͠書ྨΛɺ行੓文書ͱͯ͠ద੾ʹอଘ؅ཧ͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ

̒　 予๷తなमસ管理ʀ５年ຖに定期఺ݕを行い長ण໋Խमસ計ըを見直し、予๷తなमસを実施して、ࣗڮ体の҆શҡ࣋と長ण໋Խをਤっている。
  ４ท　「ܠ४ྨのありํとௐࠪのഎج଄෺のద੾な管理のためのߏಓ࿏」　লަࠃ 　７
̔　 行੓機関の৬һが৬຿্作成し、ຢはऔ得したจॻ、ਤըٴͼి࣓త記࿥で、当֘行੓機関の৬һが૊৫తに༻いるものとして、当֘行੓機関がอ༗しているจॻ。

஍ํެஂڞମͷڮྊ఺ݕɾ௕ण໋Խमસܭըࡦఆঢ়گ

※ 橋梁15ｍ以上の橋梁を対象
※ 点検率＝過去５年に点検を実施した橋梁数／管理橋
梁数
※計画策定率＝計画策定橋梁数／管理橋梁数
※ 岩手県陸前高田市他14市町村は調査実施困難なため
H22.4時点の数値

گঢ়ࢪͷ࣮ݕྊ఺ڮ˗ ˗௕ण໋化मસܭըͷࡦఆঢ়گ

国交省　道路・防災課　道路保全企画室　公表資料

[自治体が管理する橋梁（２ｍ以上）の通行規制]７

　平成23年４月　通行止め； 213橋、
　　　　　　　　通行規制；1,658橋、合計1,874橋
　平成23年４月　通行止め； 326橋、
　　　　　　　　通行規制；1,686橋、合計2,012橋
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̕　  ಓ࿏๏28৚でಓ࿏管理ऀであるެ຿һがௐ੡とอ管、Ӿཡを義຿づけられたެ正ূॻでありӬ年อ管がج本。࣏ࣗ体の41̀ がి࣓తに、59ˋがࢴでௐ੡・อ管している。

͔͠͠ɺJIIMA͕ώΞϦンάͨ͠行੓ͷݱ৔ͷ文書؅ཧͷ࣮ଶ͸ɺ公文書؅ཧ法ͷཧ೦ཧ૝ͱ͸ɺ͓Α͔͚ͦ཭Εͨ΋ͷͰ͋ͬͨɻ

[JIIMAがヒアリングした際のあるコメント]
　「維持管理のための行政文書としては、上司から『保管期限は１０年であるが、捨てることは出来ないので保存しておくよう』口頭で指示され、
自分も部下に引継いできた。『10年保存』と決めるのは保身のためでもある。過去の失敗が明らかになったり比較検討されては堪らないので、
保存期限を設ける。以降は建前として『不存在』だが、橋が使われている限りこの事務所のどこかに図面類は置いてあり、必要になれば利用
していると思う。」

͜ͷΑ͏ͳέʔεΛ文書情報マネジメントͷࢹ఺͔Βͨݟ৔߹ɺ࠷ѱͷ؅ཧෆࡏঢ়ଶͱ͑ݴΔɻݱ৔ྔࡋͰॲ෼͞ΕͨΓɺҙਤͤͣഇ

書ྨʹ͍ͭͯ΋本དྷอଘ͞܎ؔࣄ޻書Ͱ͸ʮࠂ報ނࣄトンネルࢠ࡫Ε͕͋ΓɺΨόφンεͷ఺͔Β΋؃ա͢Δ͜ͱ͸ग़དྷͳ͍ɻڪΕΔ͞غ

ΕΔ΂͖৔所ͱ͸ҟͳΔ৔所͔Β͔ͭݟΔʯɺʮ܎ؔࣄ޻書ྨ͕଎΍͔ʹ͚ͭݟग़ͤΔঢ়ଶͰอଘ͞Ε͍ͯͳ͔ͬͨʯ౳ͷ՝୊͕ࢦఠ͞Εͨ

͕ɺؒ࣌Λཁͨ͠΋ͷͷࢿྉΛ発͢ݟΔ͜ͱ͸ग़དྷͨɻ͔͠͠ഇ͞غΕͨ৔߹͸ɺ΋͸΍औΓฦ͕͔ͭ͠ͳ͍ͷͰ͋Δɻ

ͦ͜Ͱ࣏ࣗମ͕行੓文書؅ཧنఔͰڮྊॡ޻ਤ໘౳ͷอଘݶظΛͲͷΑ͏ʹఆΊ͍ͯΔͷ͔ɺJIIMAͰ࣏ࣗମϗʔϜϖʔジͷ文書؅ཧ

ఔΛαンプルௐࠪͨ͠ͱ͜Ζɺʮ10年อଘʯͱ͍ͯ͠Δ団ମ͕গͳ͔Βͣ͋Δ͜ͱ͕൑໌ͨ͠ɻن

【埼玉県】
　さいたま市 都市計画道路整備状況　１０年　
　さいたま市 橋梁架換工事報告書　３０年
　八潮市  道路橋梁に関する重要文書は永年、調査資料は

５年
　八潮市  工事等設計書、請負契約書、工事記録（写真等）

は１０年
　和光市  原簿、台帳及び図面等で「特に重要」永年、「重要」

は１０年

【東京都】
　国分寺市  工事設計書及び命令書並びに検査書は１０年
　東大和市 予定価格10百万円以上の工事に関するものは１０年

【岐阜県】
　本巣市  工事の設計書その他工事に関する文書で重要なも

の　１０年
　美濃加茂市  工事の施行に関する文書で特に重要；永年、重要；

１０年、他は５年
　飛騨市  工事の設計書その他工事に関する文書で重要なも

の　１０年

【三重県】
　尾鷲市 工事関係の重要な文書　１０年
　亀山市  特に重要な工事関係　永年、重要な工事関係は

１０年

【鹿児島県】
　県の出先土木事務所 工事関係文書の保存期間　10年
　日置市  重要な事業の計画及び実施に関する文書　１０年

ͳ͓法཯Ͱ࡞成อଘ͕ٛ຿Խ͞Ε͍ͯΔʮಓ࿏୆ாʯ̕ʹڮྊ؅ཧʹඞཁͳ情報͸ొ࿥͞Ε͍ͯΔͷͰ͸ͳ͍͔ͱώΞϦンάௐࠪΛ行ͬ

͕ͨɺڮྊ෦෼ʹ͍ͭͯ͸ى఺͔Βऴ఺·Ͱͷ׬成平໘ਤͱͯ͠͸ಓ࿏୆ாʹؚ·ΕΔ͕ɺʮڮྊ୆ாʯͱͯ͠ผʹௐ੡ͱอ؅ɺӾཡΛٛ

຿͚ͮΒΕ͍ͯΔΘ͚Ͱ͸ͳ͍ɻͦ΋ͦ΋ಓ࿏୆ா͸ओʹ؅࢈ࢿཧ໨తͰҡ؅࣋ཧ໨తͰ͸ͳ͍ͷͰɺڮྊͷߏ଄ؔ܎·Ͱͷ情報͸͞ࡌه

Εͳ͍͜ͱ͕ղͬͨɻ

Ҏ্͔Βɺॏཁͳ社会ΠンϑラͰ͋Δಓ࿏ڮͷ��ˋΛ઎ΊΔ࣏ࣗମ؅ཧڮʹؔ͢Δҡ؅࣋ཧ・ނࣄ๷ࢭͷͨΊͷ文書情報マネジメント

ͷݱঢ়͸ɺۃΊͯ՝୊ͷଟ͍࣮ଶͰ͋Δ͜ͱ͕໌Β͔ͱͳͬͨɻ

＊ JIIMAによる自治体ヒアリング（訪問）調査（平成25年６月、38団体）では、５年保存が３団体、１０年保存が５団体であった。
＊総務省の道路橋設計図書　保存年限調査（平成20年、33団体）では、5年～10年とする自治体；３道府県、３政令市、７市町村、合計13団体
      　30年　　　とする自治体；１道府県、１政令市、２市町村、合計４団体　

[工事図面関係の保存期間を１０年前後としている自治体例]　(JIIMA　調査)

担当理事 高橋　通彦 JIIMA理事長
座 　 長 小野寺清人
委 　 員 石毛　俊治（株）NTT PCコミュニケーションズ
委 　 員 井原　　茂 アオヤギ（株）
委 　 員 尾崎　裕司 富士ゼロックス（株）

委 　 員 甲斐荘博司（株）ジェイ・アイ・エム
委 　 員 木村　雄二（株）ジェイ エスキューブ
委 　 員 古賀　正則（株）日立ソリューションズ
委 　 員 佐藤　幸治（株）サンコー
委 　 員 長井　　勉（株）横浜マイクロシステム

JIIMA政策提言「命とくらしを守るインフラ充実」プロジェクト委員名簿
委 　 員 久田　雅人 ナカシャ クリエイテブ（株）
委 　 員 村松　信雄（株）ニチマイ
事 務 局 長濱　和彰 JIIMA専務理事

（以降は２月号に掲載します）
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はじめに

金融機関における法定帳簿等の保存媒
体は紙からスタートしました。紙の保存
は膨大なスペースが必要になることか
ら、昭和50年代後半より「紙媒体」から
「マイクロフィルム（COM）」に切替え
てきました。そして現在は、相当数の書
類（特に情報量が多い書類）を「マイク
ロフィルム」から「サーバー保存」に切
替えつつあります。

その背景は「紙等の現物」の保存は、

・スペースが必要なこと。
・検索に時間がかかること。
・ 平成17年に個人情報保護法が施行さ
れ、従来よりも増して情報保護の態勢
強化が求められるようになったこと。
・ 東日本大震災の教訓のとおり、地震・
火災・津波に対してハイリスクである
こと。

等があると考えます。
また、技術革新により、比較的安価な
コストで電子化（ペーパーレス化）が実

現できるようになっ
たことも大きな要因
と考えます。
このたび、当行で
採用した「新口座振
替依頼書長期保存シ
ステム」の構築もこ
うした課題を解決す
るために必須と考え
ました。

当行における法定文書等のサー
バー保存の主な事例について

① 電子帳票システムは保存義務のある各
種入・出金伝票等の法定帳簿を電子帳
簿保存法に基づきサーバーに最大10
年間保存しています。営業店のパソコ
ンから閲覧できるため、税務調査等に
は必須のシステムです。
 従来は「COM」で保存していましたが、
平成15年よりサーバー保存に変更し、
「COM」は来年４月で10年の保存期間
が経過しますので、「COM」の現物は
完全に代替することができます。
② 手形ファイリングシステムは手形・小
切手の持出記録をサーバーに保存し、
営業店のパソコンから閲覧できるた
め、税務調査等には必須のシステムです。
 平成19年より「マイクロフィルム」の
保管からサーバー保存に変更しまし
た。平成29年４月で10年の保存期間
が経過しますので、約５年経過すれば
「マイクロフィルム」の現物は代替す

国税要件に準じたe－文書化対応
ߦഅۜ܈
຿෦ࣄ

෭෦௕ɹҪా�ल

時代のニーズに対応した
文書情報マネジメントを紹介

～新口座振替依頼書 長期保存システムの構築～

JIIMAでは、ઌ進的な文書情報マネジメントシステムを導入し、
業・組織に「ベストプラクティス৆」をاஶな成果を出したݦ
設け表জしていますɻ2013年10月の受৆事例を紹介しますɻ

��1�
+**."

ϕετϓϥΫςΟε
ड৆ྫࣄ
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ることができます。
③ 自動機ジャーナルの電子化は自動機の
取引明細をサーバー内に保存し、各自
動機の操作または本部パソコンから
閲覧できるシステムです。平成18年
２月10日に、「偽造カード等及び盗難
カード等を用いて行われる不正な機
械式預貯金払戻し等からの預貯金者
の保護等に関する法律」（預金者保護
法）が施行されました。利用者からの
照会、官公庁や他行からの照会等に必
須のシステムです。

④ 取引履歴検索システムは取引先の口座
の移動情報や残高情報をサーバーに
保存し、営業店のパソコンから閲覧で
きるものです。取引先からの照会、官
公庁からの照会等に有効な営業支援
のためのシステムです。当行の場合
は、平成元年より25年間のデータを
蓄積しています。

⑤ 睡眠口座管理システムです。睡眠預金
口座情報をサーバー保存し、営業店の
パソコンから閲覧できるものです。過
去からの全明細を保有しています。睡
眠預金処理済の通帳等証拠証券が呈
示された場合に、即座に回答が可能な
システムで半永久的に保存する必要
のある紙の「明細表」は廃止しました。
以上、当行における大量な取引先情報
のサーバー保存するシステムについて説
明しました。

新口座振替依頼書長期
保存システムについて

このシステムは収納企業等から当行に
送付される口座振替依頼書をスキャナー
読み取りし、イメージ保存すると同時に
収納企業コードを預金の元帳に登録する

（収納企業からの請求データの引落に備
える）ためのものです。
従前のシステムは閲覧用に「サーバー
保存」するとともに、「国税庁告示第４
号５項　ロ　国税庁長官が定める書類」
として、「マイクロフィルム」にも保存
していました。
システム更改に当り、紛失リスクのあ
る「マイクロフィルム」保存から紛失リ
スクのない別の方法で保存する、すなわ
ち、「一定の技術要件を充足させた電子
文書法（e-文書法）に則った方法」に変
更できないかを含め、更改の検討を開始
しました。
更改に当り、目指したものは、「e-文
書化」の他に、「業務の効率化・堅確化」
の実現でした。
口座振替依頼書は毎日4,000枚程度の
処理が必要です。依頼書のイメージと店
番・科目・口座番号を紐つける処理とそ
れぞれの依頼書の収納企業の特定処理で
す。この情報を預金の元帳に設定して、
口座振替の引落請求に備えるわけです。
店番・科目・口座番号はOCR認識す
るとともに、各依頼書の収納企業を帳票
（システム）認識し、収納企業コードを
特定する作業です。ITを活用し、入力
手間を削減すること、入力相違をなくす

ことに努めました。
また、営業店からの閲覧もFAXによ
り行う方式から、パソコンで行う方式に
変更し、業務の効率化を図るとともに、
情報保護にも努めました。

新口座振替依頼書長期保存システム
と本人確認書管理システムとの併用

当行のシステムの特徴として、犯罪収
益移転防止法で定められた本人確認書・
本人確認書類・取引時確認書を管理する
本人確認書管理システムと併用している
ことです。
システムを併用することにより、導入
コスト・ランニングコストの削減が図れ
ました。
本人確認書は犯罪収益移転防止法で保
存が必要な書類であるとともに、国税庁
告示第４号　５項　ロより、国税関係書
類であると認識しています。
従って、本人確認書管理システムは「犯
収法」に充足するような仕様にしていま
すが、同時に国税関係書類として「e-文
書法」に則り、保存することとしました。
このシステムは、顧客との間の継続的
な取引関係の開始（口座の新規開設）時
や一定金額以上（200万円超の現金取引、

日付の付加 電子署名の
付加

画像の数値化
データの付加

書類

e-文書法で認
められる文書

F�จॻ๏ʹ࠲ޱͮ͘جৼସґཔॻ؅ཧγεςϜͷུ֓ਤ
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為替取引は10万円超の現金取引）の単発
取引時等に作成を義務付けられていま
す。本人確認書、本人確認書類等をスキャ
ナー読み取りし、同時に電子文書法（e-
文書法）に基づきイメージ保存するシス
テムです。

電子書庫システムについて

電子文書法（e-文書法）に基づきイメー
ジ保存するためには電子書庫システムの
導入は不可欠です。
電子書庫システムについて説明します。
特徴の１として、業務サーバーとエコ
文書サーバーとの連携を取っていること
です。
特徴の２として、エコ文書サーバーか
らセコムデータセンターとをセコムあん
しんネットワーク（閉域IP網）で接続し、
タイムスタンプの受領と特定認証処理を
実施します。
特徴の３として、タイムスタンプの受
領と特定認証処理終了後のデータをエコ
文書サーバーに受領する仕組みとなって
います。
特徴の４として、タイムスタンプ付与
後の一定期間経過後（３日間以上経過後）
に長期署名に適したアーカイブスタンプ
に変換する機能、また、保管中にタイム
スタンプの有効期限（10年以上）が到来

した場合、延長用アーカ
イブスタンプを再付与す
る機能等も備えています。

e -文書法の技術
要件について

①「見読性」ですが、イ
メージ解像度・階調等、

保存した文書を表示・印刷でき、内
容が確認できることが必要です。

② 「完全性」ですが、電子署名（だれが・
なにを）・タイムスタンプ（いつ）等、
文書の作成者・作成時期、紙文書と電
子化した文書が同一であることが必
要です。

　 また、「ハッシュ値」を付番することで、
文書の改竄・消去されないこと、改竄
されたことが確認できることが必要
です。

③ 「機密性」ですが、アクセス制限、暗
号化等により文書の盗難、漏洩、盗み
見などが防止できることが必要です。

④ 「検索性」ですが、一定の検索条件で
保存している文書を探し出せること
も必要です。

e-文書化のメリットについて

最初のメリットとして、マイクロフィ
ルムの紛失リスクが完全に排除できるこ
とです。また、現像液・定着液、洗浄液
の処理が不要となり、環境保護にも繋が
ることです。また、マイクロフィルム・
現像機メーカーの事業縮退も「e-文書化」
切替えへの後押しとなりました。
また、「マイクロフィルム」方式での
更改に比較して、「e-文書化」による更
改の方が、トータルコストが安かったこ

とも切替えの大きな要因でした。

所轄税務署への手続きについて

所轄税務署へは、「国税関係書類の電
磁的記録によるスキャナ保存の承認申請
書」を稼動予定日の３か月前までに提出
する必要があります。
その根拠は、「電子計算機を使用して
作成する国税関係帳簿書類の保存方法等
の特例に関する法律第４条第３項の承認
を受けるために、同法第６条第２項の規
定により」申請する必要があるためです。
所轄税務署への事前説明、上部組織へ
の事前説明、申請書の提出、視察の受入
準備、視察対応等、全てベンダー様の応
援・指導により、何の問題も無く、一度
で申請書を受理（申請書を提出し、３か
月の間に差し戻しが無ければ自動的に承
認）してもらいました。
申請には、電子帳簿保存法施行規則の
条文と通達における適用要件に対して電
子書庫システムのシステム要件と運用要
件を一覧にして提出しました。
私ども所轄税務署の上部組織の視察も
行われました。
国税用のデモのシナリオ、実際のデモ、
システムの性能紹介、備付種類、質疑応
答等、３時間程度で終了しましたが、全
て順調に対応できました。
デモシナリオは、

ᶃスキャナーಡ取り
本番機でサンプル帳票をスキャニング
する。
ᶄデータエントリー
スキャニングした画像を表示し、店番・
科目・口座番号の情報を登録する。
ᶅ電子ॺ名・タイムスタンプૢ作
署名・タイムスタンプ（電子証明書の
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PINコード入力）を登録する。
ᶆ電子ॺ名・タイムスタンプ確認
取り込んだサンプルデータに署名・タイ
ムスタンプを付与されたことを確認する。
ᶇಡ取りフΝイル確認
スキャンデータの解像度、階調、用紙
サイズを確認する。
ᶈ検ࡧデモ
登録日の範囲指定による検索および２
つ以上の項目による組合せ検索が可能で
あることの確認をする。
ᶉ削আデモ
削除は特定の権限者のみ可能であるこ
とを確認する。
等、多岐に亘りました。

今後の取組について

現在当行が検討している課題につい
て、紹介させていただきます。
一つは永久保存文書の取扱です。ここ
でいう永久保存文書とは、通帳等の喪失
届後に通帳の再発行や元利金支払などを

行った口座に対して、再度古い通帳等で
支払を請求される場合があります。この
ような場合に備えて、元利金・再発行で
受付けた帳票を永久保存しておき、既に
顧客からの申出により処理済であること
を示す疎明資料として取扱っています。
このような帳票を永久保存文書と呼んで
います。これらの関連帳票は業務拡張に
伴い増加の一途をたどっていて、相当の
金庫・書庫のスペースを占めています。
これらの永久保存文書をイメージ保存
し、現物の保存スペースを確保するため
に、永久保存文書のイメージ保管を実現
したいと考えています。
もう一つは、印鑑票です。銀行の預金
の払戻事務で、払戻しする際の印鑑照合
は不可欠です。印鑑照合は各行とも印鑑
照会システムを導入し、対応している
ケースが多いのですが、印鑑票の現物を
営業店で保管しておくと、紛失のリスク
を避けて通れません。印鑑票の紛失リス
クを排除し、印鑑票にかかわる事務の効
率化を進めるためには、印鑑票のイメー

ジ保管を進め、印鑑票の本部集中を考え
ています。

まとめ

金融機関におけるIT・事務戦略とし
て、①事務プロセス改革による業務効率
化の促進、②お客さま目線に立った事務
プロセスの構築、③事務堅確化による事
務ミス発生の抑制が必要と考えていま
す。また、情報管理の重要性についても
年々高まる一方で、情報管理の適切化に
向けた取組に終止符はないものと考えて
います。これらを実現するためには今後
もITの力を利用することは不可欠と考
えています。

参考… 当行で採用した本システムのベン
ダー様のご紹介

　新口座振替依頼書長期保存システム
　　㈱RKKコンピュータサービス
　電子書庫システム
　　セコムトラストシステムズ㈱
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10月31日に内閣府で開催された政府の規制改革会議「創業・IT等ワーキング・グループ」で、かねてからJIIMAが経団連と
協働で要望している「国税関係書類の電子化保存に関する規制の見直し」が年度末（2014年３月）までに検討結果をまとめる
目標の重要テーマとして取り上げられ、JIIMAより意見表明致しましたので、報告します。
創業・IT等ワーキング・グループの委員メンバーは、安念座長（中央大法科大学院教授）、翁委員（日本総合研究所理事）、
村松委員（東大社会学研究所教授）、森下委員（大阪大医学系研究科教授）、川本専門委員（慶応大経済学部教授）、久保利専門
委員（弁護士）、小林専門委員（花王戦略購買センター）の７氏、説明側は国税庁課税総括課 重藤課長、財務省主税局 税制第
１課 山下企画官、JIIMAからは 甲斐荘法務委員長と長濱が参加しました。

まず国税庁の重藤課税総括課長から現在の規制要件について説明があり、続いてJIIMA長濱より要件緩和の必要性について
意見表明致しました。
ˎJIIMAのઆ明ࢿ料は内ֳ෎のϗーϜϖージから、੍نվֵˠ会ٞ৘ใˠ૑業・I5ϫーキンάάループˠୈ11回10月31日でެ開されています。

続いて委員メンバーからの質問に国税庁とJIIMAが回答する形で行われましたが、全ての委員はJIIMA意見に賛成する立場で、
国税庁や財務省に対して「要件緩和を行うべきである」との立場から次々と質問や見解を表明されました。

ओͳҕһͷൃݴཁࢫ

ʓ 森下委員；εΩϟφ文書͸վ͟Μ͕͚ͭݟਏ͍ͱݴΘΕ͍ͯΔ͕ɺࡏݱͰ͸ITٕज़͕ਐา͍ͯͯ͠ࢠిʹٯσʔλͷํ
ِ͕଄ม଄͸ݕ஌͠қ͍ɻҩྍ࿦文ͷ౪༻΋ిࢠԽͷ݁Ռ൑໌ͨ͠ɻࠃ੫΋վ͟Μݕ஌ιϑトΛಋೖͯ͠ɺిࢠԽΛଅਐ
͢Δ΂͖ͩɻ

ʓ 久保利委員；ห࢜ޢͷੈքͰ͸σΟεΧόϦʔ情報͸શͯిࢠԽ͞Ε͍ͯΔɻిࢠԽ͍ͯ͠ͳ͍ͱ๲େͳ情報Λޮ཰Α͘
ѻ͏͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ɻࠃ੫͸ిࢠԽ༰ೝʹΑΓ੫຿ௐࠪͷޮ཰Խ͕ਐΈɺௐࠪ׭ͷఆһ͕͞ݮ࡟ΕΔ͜ͱΛڪΕ͍ͯΔͷ
Ͱ͸ͳ͍͔ʁ

ʓ 村松委員、久保利委員；ถࠃ΍ؖࠃͷΑ͏ͳిࢠԽઌਐࠃͰɺిࢠԽʹΑͬͯ੫ऩ͕མͪͨ౳ͷマΠφεࡍ࣮͕ྫࣄʹ発
ੜ͍ͯ͠Δͷ͔ʁࠃ੫ଆ͕ௐ΂Δ΂͖ͩɻ

ʓ 安念座長；ిࢠॺ໊ΛI%ʴ18Ͱ代ସՄೳ͔ʁௐࠪ͢ΔͱݴΘΕΔ͕ɺࠃ੫ͷ本݅ͷௐࠪ͸લ年౓ʹऴΘ͍ͬͯΔ͸ͣɻ
ௐ΂ͯ΋ITੈք͸日ਐ月าͰ͙͢௠෗Խ͢Δɻ͙͢ʹೝΊΔ΂͖ͩɻߋࠓ

長͔Βʮ·ͩ·ͩ྆ऀͷۭத࠲೦҆ʹޙ࠷
ઓ͸ଓ͕͘ɺগͳ͘ͱ΋̏ສԁҎԼͷྖऩ書
ԽΛೝΊͳ͍౳ͷ੍໿͸΍Ί·͠ΐࢠి͔͠
͏ʯͱͷ発͕͋ݴΓ·ͨ͠ɻ͜ͷςʔマ͸ܧ
ଓͯٞ͠࿦͞ΕΔ༧ఆͰ͢ͷͰɺదٓ報͠ࠂ
ͯΏ͖·͢ɻ

+II.AͷスΩϟナอଘ　ཁ݅؇࿨ͷཁ๬（ࢠࠎ）
（1） ྖ 収ॻ等のスキャφอଘを3ສ円ະຬにݶる੍໿は、ஶしく業຿を非ޮ཰Խす

るので、ఫഇをおئいしたい。Ծに５ສ円ະຬとされた程౓ではແ意味。

（2） 本ਓ֬ೝํ๏をిࢠॺ名๏にجづく「ిࢠॺ名」にݶ定しているが、これは個
ਓの実ҹ૬当であり、༗ޮ期間が最長５年しかなく、ւ֎ではແޮである。

　　 ຽ間事業ऀが使いқいا業内でのI%＋18による本ਓ֬ೝ（ೝҹ૬当）も、許
容して௖きたい。

（3） ̏ 年ܦա後のܖ໿ਃࠐॻやূጪྨは、ϚイクϩϑイルϜԽが許容されているので、
ಉ様にا業のࣗݾ੹೚でスキャφอଘを許容するべき。

（4） 業຿αイクルํࣜでスキャφอଘを行う৔合、ిࢠா฽อଘ๏のঝೝをඞ要と
する੍نをఫഇして௖きたい。

内閣府　規制改革会議「国税関係書類の
電子化保存に関する規制の見直し」開催
― JIIMAよりスキャナ保存の要件緩和の必要性を強く意見表明 ―

+**."ઐ຿ཧࣄɹ௕ᖛ ࿨জ



国立国会図書館古典籍資料室
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■お宝文書投稿募集中！！　所蔵する貴重な文書・特長ある文書を貴館のご紹介と共に掲載します。ご連絡は編集部まで。
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5&-�������������（୅表）　������������（ࢿྉҊ಺）

˗�ॴଂ඼
จॻؔ࿈ࢴ 約30万８千点

ϚΠΫϩϑΟϧϜ 約２万５千点

ը૾データ 約９万点

　国立国会図書館古典籍資料室では、貴重書・準貴
重書、江戸期以前の和古書、清代以前の漢籍、蘭書
等約30万冊の資料を所蔵しています。貴重書・準貴
重書には、８点の重要文化財をはじめ、古活字版や
西洋の稀覯本、幕末明治初期の新聞雑誌、錦絵など
が含まれます。その他、全国屈指の本草コレクション
として知られる伊藤文庫・白井文庫、また旧幕府引継
書、冑山文庫、新城文庫など特色ある資料群を収蔵
しています。

˗�Θ͕ؗͷಛ௕

わが館の

国立国会図書館では、江戸時代に朝鮮国との外

交・貿易実務を担当していた対馬藩宗家の記録類

1,593点を所蔵し、「宗家文書」と総称しています。

平成19年６月には「対馬宗家倭館関係資料」と

して重要文化財に指定されました。

宗家の記録類は全体で10数万点あるとされ、

現在は国内外の複数機関が所蔵していますが、当

館の資料は、朝鮮国釜山にあった日本人居留地域

「倭館」で保管されていたものが大部分を占めます。内容は対朝鮮外交文書や貿易関係書類で、主な資料としては、倭館の責任

者「館守」の執務記録「館守日記」「毎日記」、個別の外交問題発生時に倭館へ派遣された外交官「裁
さい

判
はん

」の執務記録「裁判記録」

等が挙げられます。近世の日朝関係や倭館の実情を研究する上で重要な学術資料といえます。

「宗家文書」は一部を除きデジタル化されており、当館ホームページの「国立国会図書館デジタル化資料」で画像をご覧にな

れます。

国立国会図書館
古典籍資料室

宗家文書
（国指定重要文化財）



JIIMAアーカイブ委員会　マイクロメディアWG
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マΠΫϩϑΟルϜͰࡱӨ͞Εͨ情報ͷظ଴
ण໋͸ɺʮ500年Ҏ্ʯͱݴΘΕ͍ͯ·͢ɻࠓ
ճ͸ɺマΠΫϩϑΟルϜͷ長ظอଘΛ࣮͢ݱ

Δద੾ͳอ؅৚݅ͳͲΛɺͦͷଞه࿥ഔମͱͷ૬ରతͳൺ
ֱ΋͠ͳ͕Βઆ໌ͯ͠ࢀΓ·͢ɻ

マΠΫϩϑΟルϜ͸ɺࢿࢴྉͱ͓ͳ͘͡ད؟ՄಡഔମͰ
͢ͷͰɺഔମण໋͕ͦͷ··情報ͷण໋（�଴ण໋）ͱظ
͍͑·͢ɻ（ද̍Λ͝ࢀর͍ئ·͢）

Ұํɺి࣓తه࿥ഔମ͸ɺશൠతʹػցՄಡഔମͰ͢ͷ
Ͱɺᶃഔମण໋͚ͩͰͳ͘ɺᶄγεςϜͷ଱ੑٱ΍ᶅϑΥʔ
マοトͷܧଓੑͳͲෳ߹ཁૉʹΑͬͯ情報ͷण໋͕ܾ·
Δɺ͑׵͍ݴΕ͹ͦΕͧΕͷཁૉͷ࠷΋୹͍ण໋͕ͦͷ·
·ి࣓తه࿥ഔମͷظ଴ण໋ͱͳͬͯ͠·͏ੑݥةΛ͸Β
ΜͰ͍Δ͜ͱʹ஫ҙ͕ඞཁͰ͢ɻ

ͯ͞ɺ࣍ʹマΠΫϩϑΟルϜͷద੾ͳॲཧ・อ؅ʹ͍ͭ
ͯड़΂·͢（JI4 ;�00�ɿ2011վਖ਼　ΑΓൈਮ）ɻ

ઌͣɺ૾ݱॲཧىҼʹΑΔྼԽΛ๷͙ҝʹɺఆணӷ͸৽

઱ͳ΋ͷ（ർ࿑͍ͯ͠ͳ͍΋ͷ）Λ࢖༻͢Δ͜ͱɺਫચ͸ɺ
ৗʹϑΟルϜͷද໘ʹ৽͍͠ਫ͕行͖౉ΔΑ͏ʹ͢Δ͜ͱ
ʹཹҙ͍ئ·͢ɻॲཧࡁΈϑΟルϜͷಛੑͱͯ͠͸ɺཹ࢒
νΦེࢎԘྔنఆ（メνϨンϒルʔ法ʹΑΔݧࢼ）ͷதʹɺ

ʮ Ӭٱอଘ͸　0.014H -4203
2－/ᶷҎԼ ʯɺதظอଘ͸

ʮ0.030H-4203
2－/ᶷҎԼʯͱͷ͕͋ࡌهΓ·͢ɻ

ͷ௨ΓͰ͢ɻه৚݅͸ԼࢭҼʹΑΔྼԽ๷ىڥɺ؀ʹ࣍
（ද̎Λ͝ࢀর͍ئ·͢）

·ͨɺۭؾதͷෆ७෺Λःஅ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ʨۭؾ
தͷෆ७෺ͱ͸աࢎԽਫૉ・Φκン（ࢎԽੑΨε）ɺϗル
マϦン・ѥེࢎΨε（ؐੑݩΨε）΍ු༡͍ͯ͠Δਖ・ᆍ
ͳͲͷු༡෺Λ͍͏ʩɻۭؾதʹΨεঢ়ෆ७෺͕͋Δ৔߹
͸ɺચড়ػɺٵணࡎͰআڈ·ͨ͸ີ෧Խ͠·͢ɻۭؾதʹ
ු༡͍ͯ͠Δෆ७෺͕͋Δ৔߹͸ɺJI4 # ��08ͷද̍ͷܗ
式̎Ͱɺס式࿍ࡐͰཻूัࢠ཰�0ˋҎ্ͷޮՌ͕͋Γ·͢ɻ

ͦͷଞɺࡐྉͷ۩උ͢΂͖৚݅Ͱ͸ɺࢴ͸ʮۚଐཻࢠΛ
ؚ·ͣɺϑΟルϜʹ෇ண͢Δࢴણҡ͕ͳ͍͜ͱɺ·ͨϑΟ

 

マイクロϑィルム

ࢴ

カラーϑィルム

100年 500年 900年

250～700年　保存条件25℃/45%RH

30～250年

保存条件1.5℃/30%RH

500～900年　保存条件15℃/30%RH

データ寿命 素材寿命 

※米国 国立公文書館 A.Calmes氏のデータ

マイクロフィルムで保存した時の期待寿命は？

第13回

Ⅲ 技術編

表１　情報記録媒体別データ寿命と素材寿命（期待値）
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ルϜʹҠస͢ΔΑ͏ͳϫοΫεɺՄ઼ࡎͳͲΛؚ༗ͯ͠͸
ͳΒͳ͍ʯɺʮྫྷਫநग़法p)7.2 ʙ �.5ɺΞルΧϦ（CaC03）
อྔ࣋͸̎ˋҎ্ͷதੑࢴͰ͋Δ͜ͱʯɺߋʹ͸ʮϑΟル
Ϝͱ௚઀઀৮͢Δࢴ͸ΞルΧϦෆ༹ղ෼͕�7ˋҎ্ͷ͞
Β͠ѥེࢎύルプ·ͨ͸͞Β͠Ϋラϑトύルプ（Ϧάχン
ϑϦʔύルプ）͔ΒͳΓɺࡅ໦ύルプΛؚΜͰ͸ͳΒͳ͍ʯ
͜ͱͰ͢ɻプラενοΫ͸ɺňృ޻ͳ͠ɺՄ઼Խ౓௿͘࢒
Խ෺Λؚ·ͳ͍΋ͷʜྫɿϙϦࢎͰੑ׆ͳ͍ɺෆ͕ࡎ༹ཹ

ΤεςルɺϙϦΤνϨンɺϙϦプϩϐϨンͳͲ（Ԙビɺ発
๐ενϩʔル͸࢖༻ෆՄ）ŉɺۚଐ͸ʮ଱෗৯ੑͷ΋ͷɺ଱
෗৯Ճͨ͠޻΋ͷʯɺʮอଘதʹੑ׆ͳΨεٴͼաࢎԽ෺Λ
ग़͢༉ੑృྉɺラοΧʔ͸࢖༻ෆՄʯɺ઀ணࡎ͸ʮը૾ɺ
อٴ۩࣋ͼ༰ثΛ༹༹͔͢ࡎ͸࢖༻ෆՄʯɺʮེԫŊమɺಔ
ͳͲͷෆ७෺͕ͳ͍͜ͱʯɺʮࢴͷ઀ணʹ͸ࣸਅ༻ߴ඼࣭θ
ラνンɺϙϦਣࢎビχʔルɺηルϩʔεͳͲΛ༻͍ͨ઀ண
ෆ༺࢖͸ࢷथܥͳͲ͕ద͢Δ（ΰϜηメントɺΤϙΩγࡎ
Մ）ʯɺ印刷ΠンΩ͸ʮج本͸༰ث಺ʹ印刷෺ΛೖΕͳ͍ʯ
͜ͱ͕໌͞هΕ͍ͯ·͢ɻ

อͮ͘ڥ؅؀Γͱͯ͠͸ɺԹ࣪౓৚݅Λඋ͑ͨอଘࣨͷ
ઃஔɺ଱෗৯ੑ（ຢ͸଱෗৯Ճۚͨ͠޻ଐ）ͷ୨・Ωϟビ
ネοトΛ࢖༻͢Δ͜ͱɻ༰ثʹؔͯ͠͸ɺ෦԰શମ͕نఆ
ͷԹ࣪౓ΛίントϩʔルͰ͖Δͱ͖͸தੑࢴͷখശɺࢴό
ンυ（։෧ܥ）ɺ෦԰ͷԹ౓ͷΈίントϩʔルͰ͖Δͱ͖
͸ີ෧༰ثʹௐ࣪ࡎΛೖΕ࣪౓ௐઅຢ͸࣪౓ίントϩʔル
Ͱ͖Δอଘݿઃஔɺ෦԰ͷԹ࣪౓ίントϩʔルͰ͖ͳ͍ͱ
͖͸ɺԹ࣪౓͕ίントϩʔルͰ͖Δอଘݿઃஔ͕๬·͍͠
ͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

表２　第６項１　温湿度条件

保存区分 保存期間 保存条件
相対湿度％

温度℃
最高TAC

ベース
PET
ベース

中期保存 最低
10年

中期保存
条件 15～ 60 30 ～ 60 25注１

永久保存 永久的 永久保存
条件 15～ 40 30 ～ 40 21

注１　　 理想的には、温度は長期間にわたって25℃を超えてはならず、20℃よ
り低い温度が望ましい。

　　　　短期的なピーク温度は32℃を超えてはならない。
備考１　この温度及び湿度の条件は、１日24時間維持しなければならない。
　　２　 セルロースエステル及びポリエステルのフィルムを同一の場所で保存す

る場合、永久保存で推奨される相対湿度は30％である。
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দج ډ夫
（まつい もとお）

ビジネスコーチ／心理カウンセラー／
明るいシステム倶楽部　理事／感動経営塾　師範代

成功する人は良い習慣を身につけています。習慣とは無

意識の行動です。

例えば鉛筆を持つということを取り上げると、いちいち

親指をここに当てて人差し指はこうしてなどとは考えてい

ません。さっと持てます。身についているのです。無意識

です。

成功する人は良い考え方、良い行動の仕方が身について

習慣になっているのです。

良い考え方とは

成功する人は必ず可能性から考えます。どうすれば問題

が解決するのか、どうすればうまく行くのかを無意識に考

える習慣がついています。

逆にうまくいかない人は問題から考えます。できない理

由を無意識に並べていきます。

良い行動とは

【気づいたらすぐにする】という行動です。失敗する人

は【引き伸ばす】とか【だらだらする】ということになり

ます。行動し結果を出すことが大事です。行動しなければ

何も変わりません。

良い考え方、良い行動をする人は何をしても成功し、失

敗する人は何をしても失敗するのです。そういう習慣が身

についているのです。

良い習慣を身につけるための３つのポイント

一つ目は「気付き」です。

それは今怒っている自分に気づく、緊張していることに

気づく、またはリラックスしていることに気づくことです。

自分の感情、思いに気付くことで冷静な対応が可能になり

ます二つ目は「自発性」です。

自分で決めることです。今ここでどうするかを自ら選択

し行動するようにしましょう。

好
日日

何かのせい、誰かのせいにしないことです。

自分がしたくない時は「しない」ことも立派な決断です、

自分で決めていいのです。

三つ目は「共感性」です。

人の気持ちや思いを一緒に感じることです。外界（人や

自然または環境）に対して共感することが大事です。

新しい習慣を作るために、日頃の行動をちょっと変えて

みましょう。ちょっとが大きいのです。ちょっと行動を変

えてみると大きく感情が変わり、人生が変わります。

まずは朝です。

朝、目が覚めたらさっと起きましょう（朝起きの実践）。

これは即行のトレーニングです。習慣になるまでやり続け

ましょう。そして目が覚めたら今日も朝を迎えられたこと

に感謝して、今日一日に燃えるような希望を持ちましょう。

（感謝・希望の実践）

もう一つは寝るときです。

寝るときに感謝しましょう。（感謝の実践）

どんなことがあってもこうしてふとんの上で寝ること

ができたのです。

今日は最高の一日だったなと感謝しましょう。脳内に良

い神経伝達物質が分泌されます。

最高の一日の連続が最高の人生を作り出します。

次の文字列はある法則で並ん
でいます。 ？ にはどんな字が
入るでしょうか

前回の答え

朝＝石　傘＝岸　青＝イカ　寺＝？

成功する人は良い習慣を身につけている
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富士ゼロックスが被災地の医療機
関向けに在宅医療を支援する患者
情報統合システムを提供

10月30日、高齢化に伴い今後重要な
役割を担う在宅医療の課題解決に貢献す
るため、紙や電子の診療記録を一元管理
し、時間や場所を選ばずタブレット端末
で患者に関わる情報を閲覧できる診療記
録管理システムを開発し、岩手県釜石市
の在宅療養支援診療所である医療法人社
団KFC 釜石ファミリークリニック（院
長：寺田尚弘氏）での本格運用を支援し
たと発表。
同社は2011年10月に「復興推進室」
を盛岡に設け医師会、自治体、医療関係
者と共に地域医療のあるべき姿を考えた
結果、24時間365日体制で対応が求め
られる在宅医療分野でのモデルケースと
して、被災地域の医療機関に展開すると
ともに、今後当社の事業を通じて国内の
地域医療の課題解決に貢献してゆく。
システムの特長
１． 患者に関わるすべての記録の電子化
と統合管理を実現

２． 訪問診療へのタブレット端末活用が
可能

ެਖ਼ূ書Ҩ言ͷデジタル化ͱԕִ
஍΁ͷ෼ࢄอ؅͕スタート

10月31日の朝日新聞夕刊によれば、
日本公証人連合会が、各地の公証役場で
公正証書遺言をスキャナーで電子化し、
西日本の山間部にある安全なサーバ―に
分散保管する取組を開始、2014年４月
から全国的にこのサービスを開始する。
東日本大震災で被災地の公証役場に

「遺言証書が流された」相談が相次いだ
ため。

χνマイセミナー　ୈ10ճアーカ
イブレコーディンάセミナー

会ࣾニνϚイ（会һNo.3代表औࣜג
క໾・ኍԬ　५ࢯ）は11月19日（Ր）
෋࢜ϑイルϜ本ࣾ（5oLyo MidtoXn）
にてྫ߃となったΞーカイブレίーσΟ

ンάηミφーを෋࢜ϑイルϜࣜג会ࣾ、
Ϝαシࣜג会ࣾのࢍڠでओ催した。

会ࣾ高଎ಓ࿏૯合技ࣜגԋはߨௐج
ज़ڀݚॴج൫੔උ෦のࣉ୔直थࢯをটい
てʰNE9C0における技ज़関ࢿ܎料の収
ू・อ管についてʱと୊し、ࡢ年౓にಋೖ
をしたσジλル-Ϛイクϩ・Ξーカイブ
について、ಋೖҎ前のऔり૊みやಋೖに
いたったܦҢ、ϚイクϩϑΟルϜ作成を
ଓした決め手などについて࿩した。まܧ
た今後も҆શな高଎ಓ࿏ӡӦҡ࣋のため、
よりਝ଎なࢿ料収ू、อ管をٞ࿦し、決
定していきたいとड़べた。

ϑイルϜ、ニνϚイの２ࣾ࢜ԋは෋ߨ
から行われ、ϑΟルϜの༏Ґੑやอ管手
๏についてのઆ明があり、ϑΟルϜഔ体
もσジλルࣾ会をࢧえるॏ要なメσΟΞ
であるとした。

クラウドファイルマネジメントサー
ビスがニフティの「ハコクラNIFTY　
Cloud selection」のサービスに採用

（株）ウェイズジャパン

 .会ࣾ΢Σイζジャύン（会һNoࣜג
915、代表औక໾・αルキシャン　Ξϥ
Ϝࢯ）がఏڙするϑΝイルϚネジメント
αービス「'ileforDe」は、ニϑテΟࣜג
会ࣾ（本ࣾɿ東京౎৽॓۠）が発表した
SaaSをശܕύッέージにしてఏڙする

「ϋίクϥ NI'5: Cloud TeleDtion（ϋ
ίクϥ）」のୈ１஄αービスに「'ileforDe 
for NI'5: Cloud」として࠾༻された。
「'ileforDe」はΞップϩーυしたϑΝ

イルのอଘྖҬを֎෦ストレージαービ
ス に ઃ 定 で き る ࿈ ܞ 機 ೳ を ࣋ ち、

「'ileforDe」を௨͡てࡧݕ・Ӿཡ・共༗
でき、活༻をଅすଟ࠼な機ೳをύιίン

やλブレットといったさま͟まな୺຤か
らར༻できる。

各社ニュース

コダック株式会社が「合同会社」に
12月２日より「ίダック合ಉ会ࣾ」

の৽঎߸に変ߋすると発表した。
代表ࣥ行໾һࣾ長　　　　　　౻原　ߒ
常຿ࣥ行໾һ　　　　　　　　山ޱ　३
常຿ࣥ行໾һ　　　　　　　　ཬ見࿨உ
常຿ࣥ行໾һ　　　　　　　Ҫノഭ৳ܒ

移転
会ࣜגඛԽֶメσΟΞࡾ （ࣾ会һNo.993、

代表औక໾ࣾ長・ກ　఩໵ࢯ）は2013
年11月５日より、本ࣾを下記にҠ転した。
৽ॅॴ　˟101-0052　東京౎ઍ代田۠
ਆ田小઒ொ3-20　ୈ２ཾ名ؗビル̔֊
ి࿩　03-5577-3090（代表）

訃報
会ࣾϚイクϩϑΟシュ（札幌ࣜג

（ࡀ52）ࢯの代表औక໾　օ઒ө（ࢢ
が12月̕日朝ٸ੦された。

「ϋίクϥ」のಉࠝ෺

਒ࡂアーカイブにؔ͢Δڀݚ会 ʵ/;カン
タϕリー஍਒ͱ౦೔ຊେ਒ࡂͷܦ験͔Βʵ
■日時／  2014年１月９日（木） 14：00 ～

16：00 
■会場／国立国会図書館
　　　　東京本館・関西館 
■ 詳細・申込み／国立国会図書館 電子情報
部 電子情報流通課 東日本大震災アーカ
イブ担当
　 http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/
archive-workshop2014.html

案内板

東日本大震災アーカ
イブに関する研究会
のお知らせ
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１ɽٞ　　事　　
第̍号ٞҊ　第52ۀࣄظ報ٴࠂͼऩࢉܾࢧʹؔ͢Δ݅
　  報߲ࣄࠂ　 ಺ֳ෎ͷཁ੥ʹΑΓ৽ఆ׺ʹܰඍͳมߋΛ行ͬͨ݅ɺ

ಉ͘͡໾һ報ुنఔΛม݅ͨ͠ߋಉ͘͡公益໨తۀࣄ

Λ̏෼ׂʹमਖ਼ͯ͠࠶ਃ੥ͨ݅͠

第̎号ٞҊ　 第53ܭۀࣄظը（Ҋ）ٴͼऩࢧ༧ࢉ（Ҋ）ʹؔ
͢Δ݅

　報ࢴؔػ　߲ࣄࠂʮ月ץIMʯͷిࢠԽʹ͍ͭͯ

第̏号ٞҊ　ҡ࣋会һͷ年会අվఆʹؔ͢Δ݅
第̐号ٞҊ　໾һվબʹؔ͢Δ݅
Ҏ্ͷશٞҊʹ͍ͭͯɺશͯຬ৔ҟٞͳ͘ঝೝ͞Εͨɻ

２ɽڠ会ޭ࿑ऀ表জ
̍ʣҕһձಛผޭ࿑৆
　　 ॹํ　༃߂఼（文書情報マネジメントηンλʔҕһ会෭ҕһ長）
　　అ　　　ཁ఼（文書情報マネジメントηンλʔҕһ会）
　　एҪ　　๛఼（文書情報マネジメントηンλʔҕһ会）
఼（法຿ҕһ会ҕһ長）࢘൹૳തߕ　　
　　益田　߁෉఼（法຿ҕһ会෭ҕһ長）
　　ଜদ　৴༤఼（法຿ҕһ会෭ҕһ長）
̎ʣ��೥ձһݦজ
　株式会社σΟοΫ 会һ/o.�10 1��3年̎月ೖ会
　株式会社プϦマジΣεト 会һ/o.�12 1��3年10月ೖ会

公益社団法人日本文書情報マネジメント協会
　
第52回通常総会報告

೔ɹɹ࣌ɹ平成25年11月2�日（ۚ）　1�ɿ00 ʙ 17ɿ50
৔ɹɹॴ　東京都千代田区Ұπ̎ڮ－̍－̍
　　　　　೗ਫ会ؗ　̏階　　ʮদ෩ͷؒʯ
ձһ૯਺　Ұൠ会һ໊̒　ҡ࣋会һ1�0໊　߹1��໊ܭ
ग़੮ձһ　૯会ग़੮　　　　　　　　　　　　ç 34໊
　　　　　ҕ೚ঢ়ఏग़　　　　　　　　　　　ç102໊
13�໊　　　　　　　　　　　ܭ　　߹  　　　　　　

＊総会で承認された事業報告・事業計画・新役員名簿はJIIMAホームページ「JIIMAについて」で公表しています。

JIIMAからお知らせ

　公益法人΁ͷҠ行Λػʹɺ͘޿社会ͷօ༷ʹ文書情報マネジメントͷॏཁੑΛೝࣝͯ͠௖ͨ͘Ίɺ
JIIMAࢽؔػʮ月ץIMʯΛ̏月号（2/25ץ行）ΑΓ1%Fిࢠग़൛ͱ͠ɺ会һҎ֎ͷҰൠ社会人ʹ΋
؆୯ͳI%ొ࿥ʹΑͬͯແঈӾཡͯ͠௖͘͜ͱͱக͠·͢ɻ

＊２月号（1/25刊行）は紙＋PDF併行とし、ID登録受付を開始の予定
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月刊IM 2013 VOL.52 主要記事目録

1月号

【年頭所感】 ハイブリッド業務モデルの実現に向けて　（ࣾ）日本ը૾৘ใϚネジメントڠ会　ڮߴ�௨඙

p.8年頭所感　ࡁܦ産業ল　੡଄産業ہ　ਢ౻࣏�
【新春対談】 組織の基盤を支える文書管理　຀໺ೋ࿠ ห7 ࢜ޢS ڮߴ௨඙ 理事長 p.10
【ケース・スタディ】 ベストプラクティス受賞事例　海洋の歴史的資料等の保存と公開　一ൠࡒ団๏ਓ日本ਫ࿏ڠ会　໌ੴ�ཾଠ p.15

ベストプラクティス受賞事例　伊藤病院における長期診療に対応する電子カルテと紙カルテの融合
伊౻පӃ　ਅݪ�ষ࿠ p.18

【コラム】（25） 三つの「うた」　দج�ډ෉ p.14
【調　査】 2012年　統合文書情報マネジメント（ECM）関連　市場規模・ユーザー動向・ｅ-文書法対

応調査報告 発表　（ࣾ）日本ը૾৘ใϚネジメントڠ会　௕ᖛ�࿨জ p.22
【連　載】 デジタル教科書の導入に向けて─（１）　ܚጯ義क़大ֶ　ࡉ໺�ެஉ p.24
【文書紹介】 わが館のお宝文書（２）　奈良県立図書情報館所蔵 庁攬 p.27

（3） マイクロフィルムと電子データの長所／短所を教えて　JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.28

【理事に聞く2013】 文書情報マネジメントの未来図 第９回　JIIMA副理事長・ECM委員会担当理事　株式会社PFU　佐藤 伸一氏 p.29
【募　集】 第１回「文書情報マネージャー」認定セミナー募集要綱 p.32

2月号

【ケース・スタディ】 ベストプラクティス受賞事例　航空機部品品質記録書の長期保存　日本飛行機ࣜג会ࣾ　দӬ�ॣ p.8
ベストプラクティス受賞事例　新庁舎移転に向けた豊島区の文書管理への取り組み　๛島۠　∁ڮ�๜෉ p.11

【コラム】（26） 非合理的ビリーフ　দج�ډ෉ p.15
【ケース・スタディ】 マイクロフィルムの長期保存と劣化防止対策

NECデザイン＆プロモーション㈱の技術情報防災保存に対する取り組み
NECσβイン&プϩモーションࣜג会ࣾ　ڮຊ�ঘਓ p.16

【連　載】 デジタルデータの超長期保存と記録メディア①　概論とハードディスク
߁会　খ໺�ఆڠ会ࣾαϖレʗ日本ը૾ೝࣝࣜג p.22

【連　載】 デジタル教科書の導入に向けて─（２）　ܚጯ義क़大ֶ　ࡉ໺�ެஉ p.25

（4） デジタル-マイクロ・アーカイブと撮影したマイクロフィルム なにが違うの？
JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.28

【文書紹介】 わが館のお宝文書（３）　板橋区公文書館所蔵 櫻井徳太郎文庫 p.30
【理事に聞く2013】 文書情報マネジメントの未来図 第10回

JIIMA法務委員会 担当理事　株式会社ジムコ　代表取締役　中村 壽孝氏 p.31

3月号

【調査報告】 現用公文書の管理に関する実態調査～行政機関における電子文書の利用実態報告～
๏຿ҕһ会 ҕһ長　ߕ൹૳�ത࢘ p.8

【コラム】（27） ポジティブな口癖　দج�ډ෉ p.11
【寄　稿】 頻出ケースから考える文書管理のあるべきポジション（役割）～文書管理は経営戦略の名脇役たれ！～

෋࢜௨ࣜג会ࣾ　҆ཹ�ٛ޹ p.12
【文書紹介】 わが館のお宝文書（４）　磐田市歴史文書館所蔵 兵事資料 p.16
【連　載】 デジタルデータの超長期保存と記録メディア②　光ディスク　ࣜג会ࣾαϖレʗ日本ը૾ೝࣝڠ会　খ໺�ఆ߁ p.17
【パブリックコメント】 JIIMA提案 パブリックコメント p.20
【標準化】 ISO/TC171標準化活動報告　PDF関連規格間の互換性確保とスキャナ評価用テストチャートの

国際規格化　JIIMAඪ४Խҕһ会 ෭ҕһ長　ӓҪ�৴ত p.22

（5） 作業を依頼できる会社はありますか？　JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.26

【理事に聞く2013】 文書情報マネジメントの未来図 第11回
ｅドキュメントJAPANコンセプトWG担当理事　コダック株式会社　下嶋 秀樹氏 p.27

【報　告】 2013年の船出を祝う賀詞交歓会を開催　ࣾ団๏ਓ 日本ը૾৘ใϚネジメントڠ会 p.30

デジタル-マイクロ・
アーカイブ　Q&Aʲ ʳ

デジタル-マイクロ・
アーカイブ　Q&Aʲ ʳ

デジタル-マイクロ・
アーカイブ　Q&Aʲ ʳ
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【報　告】 eドキュメントJAPAN2012開催結果報告 p.33

4月号

【ケース・スタディ】 バックオフィスの集約と証憑電子化　ࣜג会ࣾ෋࢜௨૯ݚ　খྛ�ܿ p.8
【記事広告】 医療用途における光ディスクの適応性　ύφιニックϔルスέΞࣜג会ࣾ　ӝాߞ�Ұʗ౉ᬑࠀ�໵ p.12
【コラム】（28） 明るい会社　দج�ډ෉ p.14
【寄　稿】 ビッグデータの時代へ（上）─有効活用と管理に向けた提言　EMCジャύンࣜג会ࣾ　ࢁਆ࢘ݑ�ʗ஥ా�ᡏ p.15
【文書紹介】 わが館のお宝文書（５）　議院事務局憲政記念館所蔵 川田瑞穂文書　終戦の詔書草案　 p.18

（6） 撮影マイクロと同様の法的証拠能力がありますか？　JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.19

【連　載】 デジタルデータの超長期保存と記録メディア③　磁気テープ　ࣜג会ࣾαϖレʗ日本ը૾ೝࣝڠ会　খ໺�ఆ߁ p.20
【紹　介】 JIIMA 委員会紹介 p.22
【発　表】 2013年２月 文書情報管理士検定試験結果報告 p.26
【発　表】 第１回 文書情報マネージャー認定セミナー講評　จॻ৘ใϚネージャーೝ定ҕһ会　಺ా�ढ़࠸ p.28
【IT連載】 BigDataと戦う！第１回　Big Data ってなんだろう　ࣜג会ࣾニプϩス　⅓஍߁�ਔ p.30
【理事に聞く2013】 文書情報マネジメントの未来図 第12回

JIIMAセミナー委員会担当理事　富士ゼロックス株式会社　勝丸 泰志氏 p.33

５月号

【セミナー報告】 e-文書法の導入と税務調査への対応　JIIMA๏຿ҕһ会 e-จॻਪਐ8( リーダー　ӹా߁�෉ p.8
【寄　稿】 “経理業務のイノベーション” 最前線　キϠノンϚーέテΟンάジャύンࣜג会ࣾ　த઒�ਖ਼ल p.11
【寄　稿】 ビッグデータの時代へ（下）─有効活用と管理に向けた提言　EMCジャύンࣜג会ࣾ　ࢁਆ࢘ݑ�ʗ஥ా�ᡏ p.14
【コラム】（29） しわやで　দج�ډ෉ p.17
【PDFカラーマネジメント】 色の長期保存を考える  第１回　色のタイムカプセルとしてのPDF～色を未来に残す～

JIIMAඪ४Խҕһ会 ෭ҕһ長　ӓҪ�৴ত p.18
【連　載】 デジタルデータの超長期保存と記録メディア④　フラッシュメモリ

߁会　খ໺�ఆڠ会ࣾαϖレʗ日本ը૾ೝࣝࣜג p.21
【合格体験】 文書情報マネージャー認定者からのひと言 p.24
【合格体験】 文書情報管理士合格者からのひと言 p.25

（7） デジタル-マイクロ・アーカイブの作成手順や規格は？　JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.26

【文書紹介】 わが館のお宝文書（６）　千代田区立千代田図書館所蔵 内務省委託本 p.28
【理事に聞く2013】 文書情報マネジメントの未来図

第13回　Mナレッジコンテンツ委員会担当理事 株式会社アピックス　河村 武敏氏 p.31
【IT連載】 BigDataと戦う！第２回　貯めたらできる？　ࣜג会ࣾニプϩス　⅓஍߁�ਔ p.34

6月号

【ケース・スタディ】 クラウドサービスを活用した「船積み書類管理業務」ソリューション
キϠノンϚーέテΟンάジャύンࣜג会ࣾ　ޱࢁ�խय़ p.8

【コラム】（30） パフォーマンスマネジメント　দج�ډ෉ p.12
【レポート】 AIIM Conference 2013 レポート　JIIMA ECMҕһ会 ҕһ　ੴҪ�তلʗਫӽ�কາ p.13
【報　告】 フィジー国立公文書館のマイクロフィルム機材調整と技術指導を終えて

Ϝαシ・ϑΟールυ・αϙートࣜג会ࣾ　஑ాװ�༤ p.16
【連　載】 デジタルデータの超長期保存と記録メディア⑤　今後の展望　ࣜג会ࣾαϖレʗ日本ը૾ೝࣝڠ会　খ໺�ఆ߁ p.19
【PDFカラーマネジメント】 色の長期保存を考える  第2回 未来に正確な色を残すために～色の測定と格納～

JIIMAඪ४Խҕһ会 ෭ҕһ長　ӓҪ�৴ত p.22
【文書紹介】 わが館のお宝文書（７）　枚方市教育委員会所蔵 大和国平群郡坂門郷長解 p.25

デジタル-マイクロ・
アーカイブ　Q&Aʲ ʳ

デジタル-マイクロ・
アーカイブ　Q&Aʲ ʳ
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（8） どんなシーンで使われていますか？どのような業界で、またはどのような資料に対して利
用実績がありますか？　JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.26

【IT連載】 BigDataと戦う！第３回　いざ、格闘　ࣜג会ࣾニプϩス　⅓஍߁�ਔ p.28

7月号

【ケース・スタディ】 図書館における電子書籍の導入と課題　秋田県立図書館の実践を通して　ळ田ཱݝਤॻؗ　࡚ࢁ�തथ p.8
【ケース・スタディ】 江東区における公文書管理の新たな取り組み　公文書の総合的管理を目指して　ߐ東۠　ؔ୩޾�༤ p.12
【コラム】（31） 目に青葉 山ホトトギス 初かつお　দج�ډ෉ p.17
【セミナーレポート】 JIIMAセミナー 2013レポート　クラウド・ビッグデータ時代の経営力を強化する文書情報マネ

ジメントをレクチャー　JIIMA IM・φレッジίンテンπҕһ会 p.18
【トピックス】 国立国会図書館東日本大震災アーカイブ「ひなぎく」の目指すもの　ࠃཱࠃ会ਤॻؗ　Տ߹�ඒึ p.22
【文書紹介】 わが館のお宝文書（８）　土佐山内家宝物資料館所蔵 長宗我部地検帳 p.25
【法務アドバイス最前線】（1） 電子帳簿保存法Q&A＋　JIIMA๏຿ҕһ会　କٱت�ࢁ଄ p.26

（9） 貴重な情報はデジタルで遠隔地のサーバに保存でしょ？
JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.27

【PDFカラーマネジメント】 色の長期保存を考える  第３回　なぜ、未来に残すのか～色を正確に再現する意義～
JIIMAඪ४Խҕһ会 ෭ҕһ長　ӓҪ�৴ত p.30

【IT連載】 BigDataと戦う！第４回　もうかるのか　ࣜג会ࣾニプϩス　⅓஍߁�ਔ p.33
【発　表】 2013年文書情報マネジメント関連市場調査　エンドユーザー動向調査編 p.39

８月号

【ケース・スタディ】 金融機関における文書管理の動向とシステム事例　顧客受入書類の電子化と事務効率化の推進
会ࣾ　Ҫ্�ཽ඙ʗླ໦�ΈΏ͖ࣜגඛి機インϑΥメーションシステϜζࡾ p.8

【コラム】（32） 意識と無意識　দج�ډ෉ p.12
【米国業界視察旅行】 米国ワシントンD.C.業界視察研修レポート

会ࣾN55σーλ　ؔຊ�ॱҰʗࣜג JIIMAඪ४Խҕһ会　໦ଜ�ಓ߂ p.13
【座談会】 米国業界視察研修旅行を終えて　アメリカの飽くなき挑戦と歴史への思いを垣間見た一週間 p.16
【パブリックコメント】 JIIMA提案パブリックコメント p.19
【セミナーアンケート】 JIIMAセミナー 2013レポート２　アンケート報告　JIIMAηミφーҕһ会　খౡ�ढ़Ұ p.20
【文書紹介】 わが館のお宝文書（９）　戸田市立郷土博物館所蔵 武内家文書 p.22
【PDFカラーマネジメント】 色の長期保存を考える 第４回　色調整～色域合わせ（ガメットマッピング）～　

JIIMAඪ४Խҕһ会 ෭ҕһ長　ӓҪ�৴ত p.23

（10） 対応するフォーマットは？カラーもできますか？　JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.27

【IT連載】 BigDataと戦う！第５回　各国政府の取り組みや事例　ࣜג会ࣾニプϩス　⅓஍߁�ਔ p.28
【発　表】 2013年文書情報マネジメント関連市場調査　エンドユーザー動向調査編 p.33

９月号

【ケース・スタディ】 デジタルアーカイブ構築と公開　秋田県立図書館の実践　ळ田ཱݝਤॻؗ　খر�ాࢁ p.8
【標準化】 SO TC171 Plenary Meetingと関連WG会議報告　「文書管理プロセス全体を通した規格」の提案、

テストチャート規格審議の進捗　JIIMAඪ४Խҕһ会　ҏ౻�ହथ p.12
【標準化】 北東アジア標準協力フォーラム　北九州市（小倉）会議への参加

JIIMAඪ४Խҕһ会ҕһ長ʗ JIIMA特別会һ　௕୩઒�ӳॏ p.15
【規　格】 ブルーレイディスクTM（BD）の国際規格化の歴史　ύイオニΞࣜג会ࣾ　ԣ઒�จ඙ p.18
【PDFカラーマネジメント】 色の長期保存を考える  第５回　好まれる色～きれいな色と色が合っているということ～

JIIMAඪ४Խҕһ会 ෭ҕһ長　ӓҪ�৴ত p.22
【文書紹介】 わが館のお宝文書（10）　公益財団法人 東洋文庫所蔵 鑲紅旗満洲都統衙門檔案（鑲紅旗檔） p.25
【IT連載】 BigDataと戦う！第６回　Big Dataでみる夢　ࣜג会ࣾニプϩス　⅓஍߁�ਔ p.26

デジタル-マイクロ・
アーカイブ　Q&Aʲ ʳ

デジタル-マイクロ・
アーカイブ　Q&Aʲ ʳ

デジタル-マイクロ・
アーカイブ　Q&Aʲ ʳ
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【法務アドバイス最前線】（２） 記録管理の適法性―日付け　JIIMA๏຿ҕһ会　କٱت�ࢁ଄ p.29
【コラム】（33） 会話の種類　দج�ډ෉ p.30

（11） フィルムの種類や記録枚数、処理スピードについて教えて
JIIMAϚイクϩΞーカイブҕһ会 ϚイクϩメσΟΞ8( p.31

１０月号

【ケース・スタディ】 年間110万ドルのコスト削減！　海外自動車会社ECM導入事例　日本オϥクル　౉ᬑ�ਈೋ p.6
【ケース・スタディ】 e-文書法 国税関係書類の「スキャナ保存」と原本廃棄の実践

会ࣾιϑト΢ΣΞ・ύʵトφー　ॅ୩�࿨༸ࣜג p.10
【サービス事例】 映画フィルムやマイクロフィルムの長期保存のため専用保管庫を構築！

会ࣾʗࣜגݿ田૔ࣉ JIIMA จॻ৘ใϚネジメントηンλーҕһ会ҕһ　ॹํ�༃߂　 p.14
【ご案内】 eドキュメントJAPAN2013開催案内 p.17
【PDFカラーマネジメント】 色の長期保存を考える 第６回　デジタルアーカイブの実例～色を未来に保存するために～

JIIMAඪ४Խҕһ会 ෭ҕһ長　ӓҪ�৴ত p.20
【発　表】 2013年文書情報マネジメント関連市場調査　エンドユーザー動向調査編 p.23
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編集委員から　私事ですが、家内の実家には小さいながらミカ

ン山があります。10月下旬から正月明けに掛けて、

収穫を行います。早生、中手、在来、青島、伊予、ネーブルと複

数種が数本ずつありますので、長期に渡って色々なミカンを味わ

うことができます。美味しいミカンを食べるためには、霜が降り

ないように藁をしいたり、次の年のための剪定作業、雑草駆除

や除草剤散布、害虫駆除や消毒散布等の作業が１年中あります。

義父がなくなった後、義母が管理していましたが、年老いたため

ここ数年は我々夫婦が月に１，２回帰って実施しております。そ

の中で一番大変なのは、雑草駆除です。除草剤をまいても、春

から夏にかけては数週間ほっておくと腰のあたりまで、雑草が生

い茂ります。機械を使って、草を刈るのが私の仕事ですが、真夏

に行うと非常に良いダイエットになります。この様な苦労をして、

冬のこの時期になると美味しいミカンが食べられます。モノづく

りは、苦労する程、結果は楽しいものが得られますね。

（小長谷武敏）

今年も残り少なくなってきましたが、今年最
大のニュースはオリンピックの開催が東京に決
まったことではないでしょうか。私もテレビの

前でプレゼンテーションを聞き、早朝でしたが「東京」と発
表があった時には、おもわず歓声をあげてしまいました。ま
た「おもてなし」との流行語が生まれるなど、関心の高さが
うかがえました。

日本でのオリンピックといえば、札幌オリンピックの年に
産まれた私には長野で行われた冬季オリンピックの記憶しか
ありません。長野大会は日本選手代表も大活躍で（金５銀１
銅４）合計10個のメダルを獲得しました。今迄で日本が冬
季オリンピックで２桁のメダルを獲得したのも、複数の金メ
ダルを獲得したのも長野大会だけで、それほど地元開催は選
手たちに特別な力をあたえるようです。

当時現地に行って見ることは出来ませんでしたが、スキー
ジャンプ競技団体での日の丸飛行隊の再現、原田選手の「船
木～、船木～」の名言？後の船木選手のジャンプなど、あの
ときの感動は今でも覚えています。７年後にどんな選手がで
てきて、どんな大会になるのか非常に楽しみです。

おもてなしの心を忘れずにオリンッピクの開催ができれ
ば、成功は間違いないでしょう。

（栗田　直）
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